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　司会（中村）　シンポジウム〈「震災後の社会
と学生の可能性」現実をどう知り、考え、判断
し、行動するか〉を開催致します。このシンポ
ジウムは院生教員合同セミナーということで開
催しておりまして、大学院生を中心に運営をし
ております。この院生教員合同セミナーといい
ますのは、大学院生と教員の研究教育の交流を
促進しようという目的で設置されている制度で
ございまして、こういったシンポジウムの開催
の他に論文の発表会等も行われております。申
し遅れましたが、私本日司会を務めさせて頂き
ます早稲田大学社会科学部事務所の中村と申し
ます。どうぞよろしくお願い致します。
　それではさっそくでございますが社会科学部
の学部長でもあり、社会科学研究科の研究科長
でございます多賀秀敏より開会のご挨拶を申し
上げます。
早稲田社会科学総合研究　別冊「2012年度 学生論文集」
シンポジウム
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日時　2012年 4月 14日（土）
会場　14号館 102教室　　　
挨拶
　多賀　秀敏（社会科学総合学術院長）
シンポジウム趣旨説明、ゲスト紹介
　佐藤　佳織（社会科学研究科 2011年 3月卒）
学生成果発表
　吉﨑　洋夫（社会科学研究科 2011年 3月卒）
　石塚　高秋（社会科学研究科修士課程 2年）
講演
　西條　剛央（早稲田大学大学院MBA 専任講師）
　津田　大介（ジャーナリスト、メディア・アクティビスト）
特別出演
　濱守　栄子（シンガーソングライター、大船渡市ふるさと大使）
パネリスト
　西條　剛央
　津田　大介
　濱守　栄子
　加藤　一紀（早稲田大学大学院創造理工学研究科博士課程 2 年）
　中野えり子（社会科学研究科博士課程 2年）※ファシリテーター
司会
　中村　　仁（社会科学総合学術院職員）
まとめの言葉
　劉　　　傑（社会科学総合学術院教授）
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　多賀　多賀でございます。このようなことが
大学院生の自主的な企画でなされたというのは
大変嬉しく思っております。社会科学部では 6
年間も教務をやらされております。学部長、学
科長は 4年目になります。社会科学総合学術院
は全体として臨床的な社会科学をやりたいとい
うことを念頭において色々と改革を行ってまい
りました。必ずしも実学とかそういうことでは
なく、臨床的な学問をやりたい。医学のよう
に、何か社会の中で問題があれば、そこに臨床
的に接近して問題解決の方法を考えてみる。そ
ういう学部でありたい。この学部を卒業したら
そういう人材になって社会に出て行く。大学院
はそれをもっと専門的にやるということをずっ
と主張し続けて来たところでございます。そう
いう中で、このような会を自主的に企画してや
ってくれるということ、これは本当に嬉しい事
で、私のほうで、学術院長としてどれだけ権限
があるか分かりませんが、物心両面とも支援を
続けて行きたいと考えているところです。それ
ともう 1つ大変嬉しい事は、このなかで社会科
学部の学生が沢山居ると思うんですけれども、
皆さんお気づきだと思います、早稲田にいくつ
かある学術院の中で、職員の学生に対する扱い
が一番良いのが社会科学部だというふうに言わ
れています。職員にはいつも耳にタコが出来る
ぐらい言っていますが、とにかく学生は甘やか
すなと、でも大事にしてくれということを常に
述べております。巷ではよく言うは易くやるは
難しといいますが、それを実践してくれている
のがうちの学術院の事務の職員だと思います。
これは同時に大学の未来の姿だというふうに思
います。教職員が一緒になって学生を育てて行
く。このような場で職員が司会を進行するとい
うことは他では見られない。社会科学総合学術
院ならではです。そういうことが色々結実して
今日の企画に至ったということを学術院長とし
ては喜びとするところであります。
　私どもは震災があったときにどうしたか。何
を一番始めにやったと思いますか。これは教員
なら誰でも考える事なんですけれども、常識た
り得てないのが残念な事です。一番最初に揺れ
が収まった所でエレベーター止まっていますか
ら、まずは職員に建物の最上階まで登ってもら
い、破損のチェックをしてもらいました。それ
から研究室全部まわってもらって中の安否確
認。同時に私たちはゼミの先生、クラスの先生
に学生の安否確認をしてもらいたいと伝えまし
た。我々教師として一番気になるのは学生なん
です。学生がどうしているかということ。その
安否確認をしてもらいたいということが、うち
の学術院が一番早かったと思います。
　また、大学として知性・知識を救助・復興に
使う必要があるということで、全学で直ぐに資
金を用意して様々なプロジェクトを立ち上げ
て、何とか被災地の復興に結びつけようという
ことを熱心に行いました。社会科学総合学術院
は専任の教員は 62名しかおりませんが、その
うち私が把握している限りで 10名以上の教員
がそのような流れに乗ってすぐに被災地に入り
ました。もっとえらいのは学部の学生です。先
日、零泊三日のボランティアの参加者データが
でましたが、数ある学術院のなかで社会科学総
合学術院の学生が断突で参加していました。自
主的に参加した人はもっと多いと思います。私
はその時学部学生を大変誇りに思いました。今
日また大学院の学生も私の誇りに思えるという
ところでございます。ですから、そのような
色々なものが結晶した今日のシンポジウムだと
いうことで最後まで熱心にご清聴下されば幸い
です。また、議論のところで参加して下されば
尚更幸いです。最後になり誠に恐縮ですけれど
も、今日お忙しい中わざわざおいで下さったゲ
ストの方々に心から御礼申し上げます。どうも
ありがとうございます。また劉傑先生、早田先
生といった先生方も会場にいらっしゃいますか
ら、そういった方々の意見も交えて大変実りの
あるシンポジウムになることを心からお祈り申
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し上げます。以上、簡単ですがご挨拶とさせて
頂きます。ありがとうございました。
第 1部　院生勉強会成果報告
（1）シンポジウム趣旨説明＆ゲスト紹介
　みなさん、こんにちは。私は、今年の 3月に
社会科学研究科を卒業しました佐藤佳織と申し
ます。本日はよろしくお願いいたします。
　さっそくですが、運営メンバーを代表しまし
て、私から本シンポジウムの趣旨と開催に至る
までの経緯を簡単にお伝えしたいと思います。
　今回、私たちが目指すシンポジウムは、新入
生をはじめとする学生の皆さんや、今日この場
に来てくださった全ての方々が震災後の日本社
会について語る 100分間にしたいと思います。
このシンポジウムを通じて、ひとりひとりがそ
れぞれの立場から今後の可能性や行動のヒント
を見つけてくだされば、嬉しいです。
　さて、これからお見せする写真は、メンバー
の一人が、先月被災地を訪れた際に撮ってきた
ものです。このように、被災地では震災から 1
年経った今もなお、大変な状況が続いていま
す。
　同じく、現在の被災地の問題について書かれ
た、同時期の新聞記事をご覧ください。
　こちらの記事では、被災地によっては若者の
流出が問題視されていることを伝えています
が、いっぽう、別の記事では、被災地における
新卒者の就職が好調であることが紹介されてい
ます。これらの記事からは、支援に対するニー
ズが高まる一方で、一部の地域では支援者に対
するハラスメントが起きているという実状も報
告されています。
　また、こちらの記事では、みなさんもよく見
聞きすることと思いますが、原発の是非をめぐ
る議論も活発です。このように、震災後の日本
社会が直面する問題は、とても複雑で捉えがた
いものです。
　こうした問題とどう向き合ったらよいのだろ
うと考えたとき、総合的・学際的研究を標榜す
る社会科学研究科で学んでいる私たちだからこ
そ、この研究科で何かヒントを得ることができ
るのではないかと思いました。
　では、この「総合的・学際的」研究とは何か
と申しますと、複数の専門領域から多角的に学
び、課題を解決する方法を探ることです。
　私たちは、この学際的アプローチを通じて、
3.11後の日本社会について学びたいと思い、院
生勉強会を始めました。
　こちらが、昨年 8月の発案から今日にいたる
までの歩みです。このように、私たちは全 6回
の勉強会とボランティア報告会への参加、ま
た、実際のボランティア活動への参加などを重
ねてきました。
　それではこれから、これらの活動をまとめた
スライドを流しますので、しばらくご覧くださ
い。なお、勉強会の詳細につきましては、お手
元の資料にまとめてあります。ご関心のある方
は、そちらもご参照ください。
（スライド上映）
　ここまでが、私たちの活動内容をまとめたス
ライドショーとなります。お忙しい中、勉強会
の講師を快く引き受けてくださった先生方、ご
協力いただいた全ての方たちに、この場を借り
てお礼を申し上げたいと思います。どうもあり
がとうございました。
　さて、これらの活動を通じて私たちが感じた
ことは、情報の洪水にのまれることなく、主体
的に考え、行動することの必要性、つまり主体
的であることの大切さです。
　そこで、本日は、それぞれの立場から情報を
発信し、多くの人たちが行動を起こすきっかけ
を作った方達をゲストとしてお招きしました。
それでは紹介いたします。
　おひとりめが、早稲田大学大学院MBA専任
講師の西條剛央さんです。西條さんは、震災
280
後、ご自分の学問理論を応用して日本最大級の
ボランティア組織「ふんばろう東日本支援プロ
ジェクト」（http://fumbaro.org/）を設立し、
その代表をつとめていらっしゃいます。
　おふたりめが、ジャーナリスト、メディア・
アクティビストとして活躍中の津田大介さんで
す。津田さんは、社会科学部の OBでもあり、
現在は政治学研究科の非常勤講師として早稲田
大学にいらっしゃっています。
　続いて、早稲田大学創造理工学研究科博士課
程 2年の加藤一紀さんです。加藤さんは、5年
前に早稲田レスキューを設立され、震災前から
防災教育および啓蒙活動に取り組んでいらっし
ゃいました。現在は、東日本大震災支援全国ネ
ットワークユースチーム・チーム長（同年 5月
迄）も務めていらっしゃいます。
　最後に、特別出演としてシンガーソングライ
ターの濱守栄子さんをご紹介します。濱守さん
は、岩手県大船渡市ご出身で、震災後チャリテ
ィプロジェクト CD「国道 45号線」をリリー
スされました。のちほど、濱守さんのミニライ
ブの時間もございますので、どうぞお楽しみく
ださい。
　それでは、引き続き、勉強会に参加した院生
ふたりから、それぞれの視点で報告を行っても
らいます。
 （2） 大学生活の分岐点　自分の思いを具体化
できるか？
はじめに―考える起点
　昨年度、2011年度にこの社会科学研究科を
卒業しました吉﨑洋夫と申します。このシンポ
ジウムが、新入生、学部生の大学生活の分岐点
になってもらえればという思いで、発表をさせ
て頂きたいと思います。
　今回大きなテーマとして、「現実をどう知り、
考え、判断し、行動するのか」がありますの
で、その方法論を私の視点から発表させて頂き
たいと思います。
　まず、「考える起点」、どこから考えていけば
良いだろうかということです。私から言わせて
もらうと、自分の人生から考えていくことが良
いのではないかと思います。
　それは具体的にどういうことかというと、先
ず自分の過ごしてきた過去を振り返っていく。
そこでどのような経験をしてきたのか。そして
どのような価値観を形成してきたのか、という
のを振り返っていく。
　そこから自分が社会に対して感じている問題
意識を明確に捉えていく。例えば、その問題意
識に関心がある理由とか、社会がどうあるべき
と自分が考えているのか、ということを明確に
捉えていく。
　そしてそれが出来たら今度は、自分の今後を
決めていく、行動を起こしていくことが重要だ
と思っています。例えば新入生・学部生の皆さ
んであれば、勉強の方向性を決めていくのであ
ったり、サークルやバイトの内容を決めてい
く。
　こうしたところから経験を積み重ねていっ
て、もう一度、そこでどういった価値観を持っ
たのかだとか、さらにそこからどういった問題
意識を抱いたのかということを考えていくこと
が重要なのではないか、と思います。
　こうしたことをやっていくと、自分の視点と
いうものが段々と見えてくるようになります。
こうしたものが見えてきたら今度は、時間的・
空間的に出来事とその意味を捉えていくことが
大事なのではないか。
　これは院生勉強会の一つの結論でもありま
す。まさに混迷を深める現在にこそ、自分で問
題意識をもって、自分で考えて行動していく人
材が必要なのではないか、ということです。
　次に、先ほど申し上げた「自分の視点から時
間的・空間的に出来事とその意味を捉えてい
く」というのは、どういったことなのか説明し
ていきたいと思います。震災以後の日本を分析
していく形で、その方法を具体的に示していき
たいと思います。
出来事を捉える
　先ずは出来事を捉えていきたいと思います。
私はメディアを専門に学んできましたので、以
下のことに注目しました。それは「インターネ
ットやソーシャルメディアの普及によって多く
の市民が復旧・復興の主役として活躍している
点」です。
　この市民が活躍する背景には、「問題意識の
共有」があったのだと思います。これはどうい
うことかと言いますと、例えば、Aさんと B
さんと Cさんと、ちょっと離れたところに D
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さんがいたとする。それぞれが問題意識として
●（Aと D）と▲（B）と■（C）を持ってい
たとする。Aさんを基点に考えると、かつては
Aさんが「私はこんな問題意識を持っているん
だ」と近くにいる Bさんと Cさんに言っても
問題意識が異なるためにあまり相手にしてくれ
ない。その結果、Aさんはなかなか行動に移し
ていくことができない。つまり、かつては市民
の問題意識を十分に活かせなかった環境であっ
たのではないかと思います。
　ところが、インターネットが登場してきたこ
とによって、Aさんが、同じ問題意識をもった
Dさんと繋がる可能性が出てきた。さらにソ
ーシャルメディアが登場してきたことによっ
て、Aさんと Dさんの問題意識がさらに繋が
りやすい環境が出来上がってきたのではない
か。つまり、問題意識を共有して、協力関係を
構築しやすい環境が出来上がっていたのではな
いか。この結果、東日本大震災という未曽有の
危機が起こった時に、みんなが問題意識を共有
して、みんなでその問題の解決につながってい
った。こういった環境が、東日本大震災以前に
整っていたのではないかなと感じています。
　こうした市民の取り組みの一つの具体例「サ
ンタプロジェクト」をご紹介させて頂きたいと
思います。
　このサンタプロジェクトが始まるきっかけは
看護士さんのブログでした。このブログに、陸
前高田の被災地で家を失ってしまった女の子と
のエピソードが書かれていました。その女の子
は看護士さんに対して「お家が無くなっちゃっ
たけど、また冬になったらサンタさん来てくれ
るかな」ということを言っていた。
　ツイッターやブログなどを介して、徐々にこ
の情報が広まっていった。結果的に、サンタプ
ロジェクトでリーダーをされた K・Mさんの
耳に入った。「こういった被災地の子供の悲し
い思いがあるのであれば、サンタを 100人被災
地に連れて行こうじゃないか」、さらに「全て
の子供たちと、かつて子供だった全ての大人た
ちに夢を希望を与えたい」といってプロジェク
トが立ち上がっていきました。
　またこの情報がツイッターやブログなどを介
して広まっていって、さらに多くの人たちの共
感を得ていくことになりました。これがどのく
らい大きな取り組みになったのか。簡単にご紹
介させて頂くと、参加したサンタの延べ人数
450人、集まったサンタ募金・寄付金約 1200
万、配布したプレゼント総数約 18000個という
規模でした。
　簡単にまとめると、インターネットやソーシ
ャルメディアが登場してきたことによって、市
民が問題意識に共感して、その問題に取り組ん
でいく。その結果、こうした大きなプロジェク
トになって、具体的な問題を解決していく。こ
ういった事例でした。
出来事の背後にある意味を捉える
　次は出来事の背後にある意味を捉えていく視
点を紹介していきたいと思います。また、時間
的・空間的に出来事を捉えていく視点を提供し
ていきたいと思っています。
　近代以前の社会秩序を考えたときに、どのよ
うな社会秩序が考えられていたのか。先ず
「神」がいて、その下に「支配者」がいる。そ
して、この支配者が神に代わって民衆に命令
（order）をすることによって社会秩序（order）
が形成されると考えられていました。ちなみに
orderに「命令」と「秩序」の二つの意味があ
るのは、こういった理由からです。
　次に、近代が目指した社会秩序はどのような
ものであったか。近代は神の存在を否定しま
す。人間には神や絶対的な真理というものは見
えないであろう。つまり人間と神の関係性を否
定するということです。
　さらに、あらゆる人間は不完全な存在なの
で、少数の支配者によって社会の多様な問題を
解決することは不可能であろう、社会秩序を形
成していくことは不可能であろうと考え、少数
の支配者による社会秩序の形成も否定していき
ます。
　その代わりに、民衆の中に社会秩序を形成す
る力があるんだと考えられるようになりまし
た。これは言い換えると、社会秩序を形成する
責任を民衆が引き受けたということです。
　これは西洋近代、17、18世紀の思想という
ことになります。この時代に、民衆を中心とし
た社会でも社会秩序が成り立つんだということ
を証明するために、色んな思想が展開されてい
きました。
　この時代の社会理念、即ち、どうしたら市民
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による社会秩序が成り立つのかという理念を、
大雑把に大胆にまとめさせて頂くと、以下のよ
うなことを言っていると思います。
　先ず、理性を持った個人を想定して、それぞ
れの市民の立場から社会の多様な問題を解決し
ていく必要があるだろうと。次に、個人で解決
不可能な問題であれば、価値観を共有して集団
でその問題に取り組んでいく必要があるだろう
と。さらに、個人でも集団でも解決することが
難しい問題があるのであれば、それは国によっ
て問題を解決していく必要があるだろう。そし
て、変わりゆく環境に合わせて永遠にこうした
問題解決を行っていく必要があるだろうと。
　こういった社会の在り方ができるのであれ
ば、民衆が中心になっても社会秩序が形成され
るだろう、ということが近代が始まるときに考
えられていたのだと思います。逆にこういった
社会の在り方がなければ、社会秩序は成り立た
ない、機能しないのではないか、ということが
できると思います。
　これまでの話は時間的・空間的に西欧の話で
した。次に日本の近代社会というものは一体ど
ういったものだったのかという視点をここでも
大胆に提供していこうと思います。
　日本は明治維新以後、西洋近代社会を理想と
して近代を追求していきました。しかしなが
ら、その近代化の内容は先に挙げた理念とは違
った。つまり、明治維新以後、日本が作り上げ
ていった社会は、中央集権的な政治システム・
行政システム・経済システムでした。これに対
して民衆が主役となって社会を機能させていく
領域というのは未整備のまま発展していってし
まったということなのではないかと思います。
　その結果、近代化当初は中央集権的システム
でもうまくいっていたのですが、時代が進んで
いくことによって既存のシステムでは対応しき
れない多様な問題が噴出してきてしまう。本来
であれば、市民が問題意識を持って様々な立場
から多様な問題に対して取り組んでいく。そし
て新しい社会システムを作っていくことがある
べきだった。しかしながら、この問題が噴出す
る以前に、市民が社会を作っていくという意識
を醸成することに失敗した結果、多様な問題に
対応できなくなってしまった。これが東日本大
震災前にあった日本の現状だと思います。
　ここからまとめに入っていきますが、先ず、
震災前にこうした多様な問題を目の前にした危
機感というものが日本の社会の中にあったので
はないかと思います。さらに、震災前に多様な
問題意識を共有できるメディア環境というもの
が出現していたと。さらに、近代社会には、先
ほど申し上げたように、市民が活躍していかな
いと社会秩序が成り立たないんだという理念が
そもそもあったんだと。以上の背景から、震災
以後、この未曽有の危機を目の前にして市民の
動きというものが出てきて、活躍しているので
はないかと考えています。
　出来事の背景にある意味を捉えるという観点
からいうと、こうした現象は日本的な近代社会
の追求、近代市民の在り方の追求があったので
はないかと思います。
（3） 覆水盆に返らず
　社会科学研究科修士 2年に在籍しておりま
す、石塚高秋と申します。
　さて、皆さん、主体的に行動するということ
が、今の時代いかに重要かお分かりいただけた
かと思います。次に、何かしら行動する上で、
皆さんに気をつけていただきたいことをお伝え
しようと思います。それは、物事は放って置く
とどんどんバラバラに、無秩序になっていくと
いうことです。「覆水盆に返らず」という言葉
があります。今日はまさにこの言葉の本当の意
味を、みなさんと共有したいと思います。そし
て、この教訓から社会の秩序を維持する方法論
について考えてみたいと思います。 
　さて、物事は放って置くとどんどんバラバラ
に、無秩序になっていくということを言いまし
た。 このことを、東日本大震災の事例で説明し
てみます。まず、こちらの写真は、福島第一原
発から流れでた放射性物質です。この放射性物
質が原子炉に戻ることはありません。次にこち
らの写真は津波によって破壊された堤防です。
一度壊された堤防は、自然の力で独りでに元に
戻ることはありえません。このように、自然界
の物質は放って置くとどんどんバラバラになっ
ていきます。 
　次に、社会の現象です。震災直後、日本は復
旧に向けて素晴らしい連帯力を発揮しました。
この写真は、仙台でガソリンスタンドに整然と
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列をなして並ぶ車の風景です。被災地住民、国
内外の人々が一致団結して復旧に向かっていっ
たのです。 
　ところが、その連帯力は長続きしなかった。 
我々が調査を行った昨年 12月の時点で、既に
様々な問題が現れていました。進まないがれき
撤去、仮設住宅での孤独死・自殺、復興格差で
妬み合う被災地の住民、震災の風化で減少する
ボランティアとボランティア組織の内部での軋
轢等、復興の光と影が現れ始めていました。 
　このことをまとめると、自然界の現象、社会
の現象は、放って置くと秩序から無秩序へ向か
い、勝手に元に戻ることはないということで
す。覆水盆に返らず、という言葉のほんとうの
意味は、物事は放って置くとどんどん無秩序化
していくということであり、一度無秩序化した
ものは簡単にもとに戻すことはできない、とい
うことなのです。 そして、このような現象を説
明した言葉が、エントロピーです。 
　エントロピーという言葉は、物理学の用語で
す。その意味は、まさに先ほどの、物事は秩序
から無秩序へ向かうということであり、秩序が
ある、整然としている状態を低エントロピー状
態といい、逆に、無秩序な状態を高エントロピ
ー状態といいます。
　さて、このエントロピーという概念から、も
う少し、この秩序・無秩序について、考えてい
きます。 先程、壊れた堤防や、進まない復興の
事例を紹介しました。どうして無秩序、高エン
トロピーになると我々にとって不都合なのか。 
　実は、高エントロピー状態になるとエネルギ
ーが取り出せなくなるのです。
　風力発電を思い浮かべてみて下さい。風力発
電は、風車の羽に空気が当たることによって羽
が回転し、発電することができます。
　このとき、空気の分子は一方向から羽に当た
るので風車は回るのであって、もし、四方八方
から空気の分子が羽にあたってしまうと、力が
相殺されるので羽はまわらない。
　つまり、空気の分子自体は動いているんだけ
ど、バラバラに動いているので、風車を回すこ
とができない。 同じ動いている分子でも、揃っ
て当たるか、バラバラに当たるか、この違いだ
けで風車が回ったり、回らなかったりする。
　同じように、社会でも無秩序・高エントロピ
ー状態だと、例えばコミュニケーションが上手
く取れなかったり、合意形成がうまく出来なか
ったり、結果的にプロジェクトがうまく回らな
かったりと、社会を推進させるエネルギーを作
り出せない。 
　それでは、一度無秩序化したものは、もとの
秩序に戻すことはできないのか？　結論から言
えば、こぼれた水を盆に返すことは可能です。
　つまり、ほうっておけば元に戻ることはない
けれども、何らかの手を加えれば、こぼれた水
を盆に返すことができる。 しかし、完全にもと
の盆かといわれればそうではない。手を加えた
ぶん、それは新しい盆となって、水が収まると
いうことなのです。 
　では、どのような手を加えれば新しい秩序が
よみがえるのか。
　さて、風車の例に戻ります。このエントロピ
ーが高い、止まっている状態の羽を、どうやっ
たら再び回すことができるのか。 
　窓を開ければいいのです。窓を開けて新しい
風を入れてあげれば秩序は回復する。
　この時重要なのは、新しいものを入れると同
時に、古いものを出さなければいけない。
　これは人間の組織ならば、新しい人材を組織
に入れると同時に、役目を終えた人を外に出す
ということです。
　ところが、この方法で秩序を取り戻す、ある
いは秩序を維持するためには、新しい風をどん
どん入れる、人・モノ・金をどんどん投入す
る。そして古いもの、要らなくなったものをど
んどん捨てなければならない。これは非常に効
率が悪い。 そこで今日、皆さんにご紹介したい
のは、新しい風を取り入れないで風車を回す方
法論です。
　今、部屋の中に無秩序に空気の分子が飛んで
いるとします。この状態では大きな風車は回す
ことが出来ません。
　ところが、場所・場所を見ていくと、実は空
気の分子が揃って飛んでいるところがある。も
し、ここに小さな風車があったらどうなるか。
風車は回り、エネルギーを取り出すことができ
ます。
　実は、一見、無秩序に見える状態でも、ある
時、ある瞬間、小さな秩序が生まれることがあ
る。 つまり、どこに、どの瞬間に秩序が生まれ
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るのか、その情報を取得して、風車を最適に配
置することが出来れば、新しい風を取り入れな
くてもエネルギーは取り出せる。
　社会も同じように考えることができます。現
代社会というのは価値観の多様性があるという
ことが一つ、重要なことです。一方で、色々な
価値観・考え方を持った人が居るということ
は、それだけバラバラになりやすいということ
でもあります。
　社会に秩序を形成するためには、何らかの方
法でそれぞれが向く方向を揃えてあげなければ
なりません。 それが、教育の役割であり、学校
や企業といった組織の存在意義でもあるので
す。 ところが、人の価値観・考え方を変えるに
は相当の時間とエネルギーが必要になります。 
もちろん、そうした地道な取組も重要なのです
が、一方で、個人の価値観はそのままに、似た
ような価値観を持つ人を集めて小さな風車を回
すことができれば、エネルギーやコストは少な
くてすみます。そして、小さな風車でも、沢山
回れば大きなエネルギーになります。 
　そして、似たような価値観を持つ人を効率的
に集めて小さな風車を回す。そのような取り組
みが東日本大震災でもたくさん生まれました。 
　そして、今日、この場で最も言いたいこと、
それは、ここにいる一人一人が小さな秩序を発
見して風車を回していく人材になれるというこ
とです。 ということで、私からの新入生・学部
生へのメッセージとしては、自分自身の価値観
に気づき、同じ価値観を共有できる仲間を探
し、小さな風車を回してみよう、ということで
す。
　サークル活動でも、ゼミ活動でも、ボランテ
ィア活動でもなんでも構いません。今は仲間を
探す方法も、インターネット、SNSが普及し
ていますから、そういった技術を活用しなが
ら、是非小さなプロジェクトを回していって欲
しいと思います。 
　司会　院生のみなさんありがとうございまし
た。昨年の震災後に生まれました問題意識をも
とに、昨年の 8月以降、社学の様々な先生方の
協力を仰ぎながら開催されてきました連続勉強
会、そこでの学びを踏まえた、院生の皆様方か
らの学部生へのメッセージでした。ありがとう
ございました。
第 2部　講　演
（1）西條剛央さん
　司会　続きまして、ゲストのお一人でござい
ます、西條剛央さんからお話を伺いたいと思い
ます。西條剛央さんは宮城県のご出身で、早稲
田大学人間科学部のご卒業です。現在、早稲田
大学大学院MBAの専任講師で、「ふんばろう
東日本支援プロジェクト」を設立され、代表を
務めていらっしゃいます。どうぞよろしくお願
いいたします。
　西條　西條です。よろしくお願い致します。
10分くらいということで、短いので、また内
容が少し学問的なところがあるようなので、そ
こに力点を置いてお話したいと思います。
　僕は仙台出身で、津波で親戚も亡くなってし
まうなど、色々なことがありまして、できるこ
とはやろうと思い、「ふんばろう東日本支援プ
ロジェクト」という活動をやっています。
　僕はボランティアとかをやっていたわけでは
ないのですが、東日本大震災が起きて、大学の
教員は普通の会社員よりは、研究活動に時間が
割けますので、それで「これはやるしかない
な」と思い、やっているわけです。
　最初は南三陸町に行きました。ガソリンが回
り始めたタイミングの、発災から三週間ぐらい
経った三月末です。とにかく、状況がひどく、
物資等も小さな避難所などには届いていなかっ
たので、何とかしなくてはいけないということ
で、僕が最初に作った仕組みは、インターネッ
ト上に現地で聞いてきた必要な物資を掲載し
て、これを支援者に直送してもらうという仕組
みでした。
　それを立ち上げて、南三陸町レポートという
ものを書いて、翌日サイトを立ち上げたのです
が、その日の朝にちょうど今日も来られている
津田さんが、これはぜひ読むべきということで
広めてくださって、その直後からフォロワーが
一時間で 1000人増えていきました。津田さん
は、最近『動員の革命』という本を出されまし
たが、本当に人を動員するツイッターの大きな
 285震災後の社会と学生の可能性
力、というのか、その最初のトリガーを引いて
くださった。それからプロジェクトがあっとい
う間に、広がっていって、最終的には物資支援
だけで 3000カ所以上の避難所、仮設住宅、あ
るいは個人非難宅エリアといったところに物資
が送られて、3万 5000回、15万 5000品目、そ
のほかにも Amazonを通じて、3万個以上の家
電や自転車を含めたものが送られています。
　それ以外にも、自宅避難の方には、家電など
支給されないので、そのような 2万 5000世帯
の方たちに、色々な冬物家電とか扇風機とか洗
濯機とか家電を配りました。
　そのほかに、重機免許を無料で取得して、仕
事につなげて頂こうとか、ミシンでお仕事して
いただいてとか、あるいは現地の各県の支部、
後方支援の名古屋・大阪・神戸等の支部で 50
以上のプロジェクトを同時に動かしてやってい
ます。
SNSと自己組織化
　なぜこれほどの活動が可能になったのか、と
いうことですが、やはりその背景にはツイッタ
ーとフェイスブックというのがあります。これ
がなければ、これほど急速に拡大することはな
かったと思います。インフラが整っていたとい
う先ほどの発表がありましたが、その通りだな
と思っています。
　ツイッターとフェイスブック、これは中東で
革命を起こしたインフラでした。「ふんばろう
東日本支援プロジェクト」は、現在 2千何百人
の方が参加していて、支援実績だけ見てもかな
り大きな、おそらく最大級の支援組織になって
いると思いますが、これは一切給料を払ってい
ませんし、NPOでもない、あえてそうしなか
った。要するに、誰でも参加できるようにし
た。それによって色々な企業の人、あるいは大
学の関係者も含めて、学生も関係なく誰でも参
加できるようにした。フェイスブック上で運営
し、「自分はこれがやれるから」と色々な人が
自主的にやっていくことで、これだけ大きくな
ってきました。
　先ほどの発表でエントロピーの話がありまし
たが、実はエントロピー増大と秩序化というの
は矛盾しないんです。例えば、みそ汁というも
のは熱すると対流が自己組織的に発生する。そ
れは、エントロピーが増大しながらも秩序化が
起こるということです。僕は大学院に入ったの
は、複雑系科学、自己組織化という現象にすご
く興味があり、最初は心理学から入った。僕は
特に力をもっているわけでもないし、お金があ
るわけでもない。ですが、全国の方々の気持ち
がある。だから「なんとかしたい」という気持
ちをうまく自己組織化するように、僕が全部を
命令してとか、なんかお願いしてとか、お金を
払ってとかではなく、個々人の気持が自動的に
色々な組織になっていくとか、支援活動につな
がっていくような根本的な部分を作ることがで
きればいいのではないかという発想がありまし
た。
　避難所の増やし方を例にとると、僕らが全て
の避難所に回るということは不可能な話でし
た。どうやったかというと、ホームページから
チラシをダウンロードできるようにしたんで
す。もう一つは、動き方を示しました。「こう
いう風にやれば現地に行って、個人的にも大き
な支援もできるし、それと一緒に、そのチラシ
をもっていけば、電話一本で継続的に物資が届
くようになります」、と。
　要するに、僕がやった行動を真似してくださ
いということです。その動き方のモデルだけ示
して、あとはダウンロードして自由に動いてく
ださい、と。どんどん増えていきました。自己
増殖モデルみたいな形ですね。
原理的な理論で柔軟に対処する
　もう一つうまく組織するための原理というも
のがありまして、ツイッター、フェイスブッ
ク、これは誰でも使えるわけです。先程のエン
トロピー増大の話も本当にその通りで、ただみ
んなでやりましょうというだけでは無秩序に向
かいやすい。ですから、うまく秩序化する。あ
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るいは臨機応変に考えましょうといっても、臨
機応変というのは一歩間違えれば失敗すること
もあるわけです。失敗しないように、どうやっ
てそれぞれが現場判断できるのか、そのための
原理的な考え方というのは実はありませんでし
た。
　僕はたまたま構造構成主義というメタ理論を
やっていて、現場で柔軟に判断していくための
原理としてすごく役に立っていました。これは
様々な原理の体系からできています。例えば、
物理学の理論は物理現象についての理論で、物
理現象だけを説明する。心理学の理論は心理現
象だけを説明する。一方、メタ理論、原理的な
理論というのは、全てに使えます。方法とか価
値とか、理論、言葉とは何かという原理的な問
いに答える理論でできているので、そういうも
のが関わるすべてのものに使えます。そして、
いつでも時代とか文化を超えてそれが妥当す
る。ですから、震災でなぜ役に立ったかという
と、未曾有の災害で、既存のやり方が通用しな
かったからです。しかも、1週間経つとどんど
ん状況が変わるような動的な状況です。従来の
方法を踏襲していけばいいという方法が役に立
たない状況でした。だからこそある程度の普遍
性のある考え方が必要だった。
　ところが、心理学、あるいは社会学もそうだ
と思いますが、普通どうやって色々な事を習い
覚えるのかというと、こうこうするのが正しい
社会学の方法ですよ、と演習でやったり、フィ
ールドワーク方法とか習ったりしますよね。普
通は手続きを習います。「こういう方法が正し
いやり方だ」というものを習ったわけです。
　そして、行政の現場でもいつの間にか方法を
守ることが自己目的化してしまいました。なぜ
物資が届かなかったかというと、各自治体等で
集めた物資を県に送りますが、今度は県から各
市町村に分配していく。階層を上から下に下げ
ていくのですが、1か所が詰まってしまったら
その先にはもう行かない。そういう形で機能し
なくなったら、他の方法を考えれば良いと思う
かもしれませんが、実際は、3月の時点で「要
りません」となり、物資が山積みのまま、被災
者の人たちには届いてなかったということで
す。
　ですから、僕がやった方法というのは、電話
が通じて、ガソリンが回り始めて、宅急便が届
き始めたのであれば、僕らがサイトに載せてあ
げて、直送をしてもらえば、別に物資をもって
いかなくても届けることができるということで
す。しかもそこには Amazonの仕組み等を加え
れば、海外の人もクリック一つで必要な物を必
要な人に送れる。そういう仕組みをその場で作
った。
　これも「方法の原理」に則っています。方法
の原理は、あらゆる方法に共通している本質は
何なのかという問いに答える理路です。そのと
き、目的を達成するための手段のことを僕らは
「方法」と呼んでいる。そして、全ての方法は
特定の状況で使われる。つまり、理想空間で使
われる方法というものは無い。方法というの
は、特定の状況において、特定の目的を達成す
るための手段である。これが方法の原理の定義
です。状況と何をしたいのかという目的、この
二つを抜きに「よい」方法というものを考える
ことができない。であれば、目的と状況を踏ま
えて、その二つからどういうやり方がいいのか
が決まるから、その二つだけ考えて、その都度
より良い方法を提案し、実行していけばいいん
だというのが、方法の原理です。
　これも最初の立ち上げた段階で、ホームペー
ジ等で共有して、それぞれ常に状況と目的を見
定めてもらいました。目的も、当たり前のよう
ですけど、すぐぶれてしまうんですね。企業、
あるいは団体で、批判を恐れて動けなくなった
ところは数多くあるんです。このとき失敗しな
いこととか、批判されないこととかが上位の目
的に入れ替わってしまい、被災者支援という目
的からぶれていることは多々あります。
　状況も、これは当たり前のように思われるか
もしれませんが、実際に大きな企業等でも、新
しい支援物資の仕組みを作りましたとか、大々
的に言いましたけれど、全く使えなかったこと
もありました。それは iPhoneにソフトをダウ
ンロードしないと使えない仕組みだった。向こ
うの人は iPhoneをもってないんですね。だか
ら、それは状況の把握を間違えると、目的が素
晴らしくても機能しないという大きな例です。
方法の原理は社会科学の広範で使用できる
　原理というものは、それに沿ったから絶対う
まくいくわけでありませんが、沿わないと必ず
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失敗する。しかも大失敗する。
　今後の 3.11以後の社会を考えるということ
で、この前、参議院の憲法審査会というところ
に参考人として呼ばれて、「震災と人権」につ
いてお話ししてきましたが、実は、この方法の
原理は、教育、政治、法律にかかわる立法等、
全てのところで使えます。
　実際に、議員さんからも「使えるんじゃない
か」となっていきました。どういうことかとい
うと、実は民主主義は未だ 1.0の状態で、幼い
段階なんです。今回の色々な社会の動きを見て
いても、そうだと思います。多数決で物事を決
めるということも、平等なやり方にも見えます
が、一方で暴力にもなります。多数派が正しい
保証はどこにもないですから。ですが、それ以
上の方法がないから、多数決だ、民主主義の手
続きに乗っ取ったんだということで、良しとす
るじゃないですか。
　立法過程にも構造構成主義が使えるのではな
いかとおっしゃってくださった議員さんがいた
のですが、まさにその通りで、法律も、実は法
律が良いかどうか吟味する基準となる考え方が
無いんです。多数決でどんどん法律を作っては
いるけれど、時代の変化のスピードがかつてな
いほど速くなり、そうなると時代錯誤の法律が
足かせになっていく。つまり、社会を本来スム
ーズに回すはずのルールとか法律が妨げとな
る。本末転倒なことがたくさん起きています。
こういったときに、メタレベルの方法だとか、
原理だとかがないと、いつまでも同じ失敗を繰
り返し続けることになります。
　なんのためのルールなのか、なんのための法
律なのか。ルールそのものの使い方、方法その
ものの使い方です。それは原理を内側に内在さ
せる、あるいは組み込んでおくということをし
ないとうまく使えません。
　政治も、常に目的と状況を踏まえて、今の有
効な方法は変わるんだという視点を持って、そ
のフォーマットに沿って議論する必要がある。
ただ「良いと思います」、「じゃあ多数決」とい
うことではない。実は、これは小学校の学級会
と変わらない方法を、政治の現場でもやってい
る。だから、政治劇になる。
　けれども、先ほどの目的と状況を踏まえてと
いう議論をすると、なかなか不合理な決定をし
にくくなります。不合理な、どう考えてもおか
しいことを論証しなくてはならなくなります。
例えば、支援活動しないほうが良いという決定
を、支援活動を目的としたときに、正当性のあ
る形で通すのは結構難しいことになりますよ
ね。
　僕はツイッター、フェイスブックというのは
重要な動員、拡散、それから、離れた人たちが
一緒に運営できる重要なツールになると思いま
すが、それと同時に、これからの社会を変えて
いくには、考え方の原理となるもの、これを如
何に広めていくかが重要になると思います。僕
は義務教育とかに導入するのが、一番いいと思
っています。政治とか色々な各所に入れていく
のも良いと思うのですが、この考え方を基本的
に身に着けた民族、コミュニティがいたら、本
当に強くなります。
　なぜかというと、変化のスピードがどんどん
速くなっているからです。去年通用した方法
が、今年通用する保証がどこにもない。社会が
安定しているときとかだったら良いんです。い
まはもうそうではないので、だからこそ、いつ
でもどこでも通用する、その都度有効な方法を
打ち出していく、そして行動できるような原理
が必要なものだと思っています。
学生でもできることはたくさんある
　あと、もう一つ、学生でも活躍できるってこ
とはいっぱいあります。特に知識的に何かの理
論をもっているとか、全然ない学部生でも、
「ふんばろう」に普通に入ってきてくれて、誰
もができることですが、誰かがやらないと回ら
ないことをやってくれている。それによって間
接的に、助かっている人はものすごくいます。
　だから、自分の専門を活かせたらそれは素晴
らしいことですが、あまり自分の専門にとらわ
れないほうが良い。それは活かすものであっ
て、それにとらわれてしまったら、できること
をやらなくなってしまう。一人の人間としてで
きることはいくらでもあるし、オリジナリティ
がなければだめということはない。本当に誰も
ができること、事務運営ですとか、実際に求め
られているものはそんな特殊なことではないで
すから。
　あとは、アイデアを出す人がいて良いと思う
んですけど、そうゆう人は鍛えなくてもその辺
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に勝手に現れるので、大事なのはそれをつぶさ
ないことです。それを育てること。
　そのためにも、方法の原理みたいなものを共
有していないと、気に食わないとか、感情論と
か、潰してしまうとかになってしまう。方法の
原理とは、まっとうな意見がまっとうに通るた
めの考え方なんです。
（2） 津田大介さん
　司会　ありがとうございました。ふんばろう
東日本プロジェクトの発想や仕組み、そして現
代における考え方の重要性等についてお話いた
だけたのではないかと思います。
　続きまして、津田大介さんにお話をしていた
だきたいと思います。津田大介さんは社会科学
部のご卒業で、現在早稲田大学大学院政治学研
究科の非常勤講師でいらっしゃいます。
Twitter活用の先駆者として知られておりまし
て、ジャーナリスト、メディア・アクティビス
トとしての活動もされていらっしゃいます。ど
うぞよろしくお願いいたします。
　津田　震災後の社会と学生の可能性というと
ころで話しますと、僕は最近『動員の革命』と
いう本を出しました。ソーシャルメディアが起
こした革命の一番大きなインパクトは何だった
のかというと、西條さんの話にもありました
が、「動員の革命」だったんだろうと。意志と
意志とが繋がって、勝手に人が集まって、それ
が大きな動きになって、物事が進んでいく。
　僕は西條さんのように理論があるわけではな
いですけれど、現象面から分析すると基本的に
はこれ簡単なことで、従来だったら繋がらなか
った人たちが自然とつながり、ムーブメントが
起きているんだと思うんですよね。
　普通、何か一緒にサークル活動をしようって
いうのは、地域とか、学校とか、組織とか、だ
いたい人と人とが知り合って友達になる。まぁ
小中の頃だったら、学校か塾かという狭い世界
しかないし、組織とか地域とか、割とローカル
な条件に縛られて、人と出会っていた。
　ところがソーシャルメディアというものは、
何か問題を追いかけたり、何か活動する、追い
かけていくと、自分と似たような人を、追いか
けるプロセスの中から見つけられる。価値観の
違う人から同じ人まで、とにかく色んな人と結
びついて、一緒に時間と場所を超えて、行動す
ることができる。これがソーシャルメディアが
もたらした色んなインパクトの中で一番大きか
ったことかなと。
　かつて自分も 2005、6年くらいから自分で政
策提言とかする団体を作ったり、いわゆる社会
活動的な動きをしていました。そのときに思っ
たことなんですけど、やる気があって主体的に
行動できる人ってそんなに多くないんですよ
ね。たぶん 100人に 1人とか、1000人に 1人
とか、そういう割合だと思うんです。西條さん
はまさに「飛び出せる人」の典型。昔だったら
出る杭は主体的に勝手に飛び出して、横がなか
なか連携しなかった。5年前、10年前だった
ら、西條さんが「ふんばろう東日本プロジェク
ト」を始めてもたぶんこれだけの短期間で、大
きなプロジェクトには成長していなかった。こ
れがソーシャルメディアによって変わったんで
す。僕は「ソーシャルメディア納豆論」ってい
っているんですけど、誰かが飛び出したとき
に、いろいろな人がたくさんついて行くんで
す。
　どうしてこうなるのか。これは簡単で、ツイ
ッターとかフェイスブックって情報のコピーと
かシェアするのが簡単ですよね。西條さんが
「こんなことやりたいです。手伝ってくださ
い。」っていったら、フェイスブックだったら
「いいね」って押してもよいし、支援しますと
か、自分がリツイートしますとか、ワンクリッ
クとかで情報のシェアとかも簡単にできる。
　ムーブメント、社会運動を起こすときには、
実は飛び出すひとりのリーダーというよりも、
二人目、三人目というものがどうついていく
か、これが社会運動を支える契機になるんだと
いうこと。これは、テッド（TED）という有
名な講演で、デレク・シバーズ（Derek Sivers）
もいっている話です。ソーシャルメディアには
二人目、三人目とついていく人をすぐに生み出
す、その力があるんじゃないかっていうことは
言えると思います。
　ソーシャルメディアが人をとにかく連れてく
る、つまり、動員をすることができると。東日
本大震災における復興においても、いろいろな
人がソーシャルメディアをきっかけに集まって
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いる。
　世界なんかでももっと大げさに起きていて、
例えば、チュニジアでジャスミン革命が起き、
それがエジプトに飛び火していき、いわゆる
「アラブの春」というのも起きました。
　ニューヨークでは、ウォールストリート一帯
で、格差の反対デモとして、オキュパイ・ウォ
ールストリートというような動きも出てきた。
とにかく人が集まりやすくなった。
　僕はこれから先の情報社会の未来を考えると
きに動員することが変わってきた先に何が起き
るのかという部分に興味がある。その先に組み
合わせるべきもの、ここで変わるだろうと思う
ものが、マイクロペイメント、少額決済なんで
す。これで世の中は大きく変わると思うんで
す。
　つまり、人を集める機能がソーシャルメディ
アによって出てきた。そこに簡単に送金できる
機能が付く。より具体的にいうと、ふんばろう
東日本は、いま支援というのは銀行振り込みと
か、いま既存のシステムを使ってお金を集めて
いる。それでも十分集めていると思いますけ
ど。でも「こんなプロジェクトスタートしま
す」って言って、僕らが「いいね」ってフェイ
スブックでクリックしたら「いいね」って押し
た瞬間に 50円とか、100円、自分の口座から
引き落とされたら、みんな簡単にやれますよ
ね。ワンクリック送金みたいなものがソーシャ
ルメディアと結びついたときに、僕は実は社会
が変わるんじゃないかなと思っています。
　具体的には、復興活動で「こんなことやりま
す」っていう、「このプロジェクトにあと 100
万あればできます」っていったら、みんな、例
えば、100円とか 1000円とか送りますよね。
コンビニの募金箱に 100円を入れるのは誰でも
できるけれども、それが何に使われるかわから
ない。でも、そこで 100円をワンクリックで送
金することによって、具体的にそれが進んでい
くことが、可視化されることによって、集めら
れる額が変わっていくんだろうと。全体的にい
ろいろな社会運動が効率化していく。
　加えて、僕が一番期待しているのは、NPO
が実現しようとするものが、モジュール化、機
能として分割されることによって、達成しやす
くなることなんですよね。
　ふんばろう東日本は、さまざまなプロジェク
トがありますけど、たぶん、一個のプロジェク
トが一つの NPOがやっているようなものだと
思うんですね。
　そういうものが、ソーシャルメディアではプ
ロジェクト単位に分割されて、プロジェクトに
よっては、「もうこれ実現したからもう閉じま
しょう」ということもできる。「クローズしま
す。次のプロジェクト始めます。」ということ
ができるようになる。
　ところが従来型の NPOは、ある程度目的を
達成しても、そこで NPOで人を雇っていった
りだとか、補助金が付いていたら閉じるってこ
とができないわけです。そうすると、どっかの
タイミングで組織を維持することが目的化して
いくってことも起きる。
　ところがオンラインで、ソーシャルメディア
上に、モジュールとしてやれば、目的を達成し
たら削除して、その次に進むってことができる
ようになるだろう、と。
　善意を金銭化することが簡単になれば、ソー
シャルメディアが社会を動かすエンジンになる
し、エンジンを動かすための貴重な資源とし
て、金銭というものがガソリンになっていくの
だろうと。
　ということで、ソーシャルメディアで動員。
そしてそれに金銭を掛け算することで、物事が
実現する速度が非常に加速するのではないかと
思います。
　ふんばろう東日本の最大の成功は、この 1年
でここまでの組織ができたというところにある
と思っています。かつてだったら本当に、3
年、4年、数年かかって組織化できるような事
を、1年で実現できた。これはソーシャルメデ
ィアならではの速度感があったから、できたん
だろうと。
　じゃあ、今後、復興支援、ソーシャルメディ
アに求められていくものは何か、ソーシャルメ
ディア時代のウェブで重要なのは、やはり、双
方向性。そして、対話をしながら、そして、全
部オープンに議論していく過程すら全部見える
ということです。そして、人と人、そして何か
を変えたいという意思と意思がつながって、何
かの人を応援していく。
　「得手に帆を上げる」って、東大の児玉龍彦
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（コダマタツヒコ）先生が好きな言葉で、僕も
よく引用するんですけども、自分は得意な部分
で帆を上げてください、と。音楽が得意な人は
音楽で支援してくださいと、医療の知識がある
人は医療で支援してくださいと。僕はジャーナ
リストだし、ツイッターというものを使えるか
ら、現地に行って情報を伝えるということをし
ます。それぞれいろいろな人が得意な分野があ
ると、それぞれ得意な人が得意な分野で、何か
を支援するってことを、後押ししてくれるプラ
ットフォームが、ソーシャルメディアでもあ
る。
　そして、インターネットというのは、時間と
場所という制約を超え、海外、地域、余った時
間でも、支援することができる。支援したこと
が、こう結果につながるんだということが可視
化されることによって、自分も何かの貢献した
と充実感も得られていく。
　個人的には、持続可能性というものがすごく
重要だと思っていて、チャリティーっていうの
はすごく良いんですけど、こういった支援をや
っているときに、儲けちゃいけないんじゃない
かって、自己犠牲の精神になりがち。最初はそ
れでもいいんですが、チャリティーだけだとや
はり続かない。
　僕はこの東北の東日本大震災って、10年、
20年―放射能の問題まで含めたら、本当に
3、40年、かかるような問題で、長期的にやっ
ていかなければならない日本の課題だと思って
います。そうなると続けてどう支援をしていく
のかが重要になる。「東北に対して何か支援し
たい」と思って、たとえば 1万円をコンビニで
募金箱に入れましたっていうよりも、毎月 500
円決まった金額を支援し続け、それを 10年続
ける。そういう仕組みを作ることが大事なんじ
ゃないかって思ってまして。持続可能性を忘れ
ないというところが、復興につながっていくの
かなと。
　今日、学生向けの講演なので、学生が何をす
べきかというところを話しますと、インターネ
ットのいいところを生かしてほしいなと。僕自
身もインターネットがあったからこそ、いまこ
ういう仕事をしていて、みなさんの前に立って
喋ることができるんだと思います。
　とにかく色んな人と会って、共鳴する仲間を
作って、損得抜きに面白いムーブメントを起こ
すことを考えてください。それがあとで仕事だ
とか、友人とか、新しい輪になってつながって
いくからです。
　インターネットは、やはりギブアンドテイ
ク。できるだけ損得とかを考えずに、コミュニ
ティもしくは、自分の参加しているプロジェク
トに対して奉仕することによって、予期せぬギ
ブ、仕事なり、友人関係、あるいはお金かもし
れない、色んなものが舞い込んでくる。
　学生に対しての、超具体的アドバイスなんで
すけども、学生って良いんですよ。何が良いの
かっていうと、学生っていうのは、大人に対し
て、色んな質問ができる。会いたいって言え
ば、結構会ってくれます。これ、社会人になっ
たら、そこから先ビジネスマターになってしま
うんで、なかなか会えないんですけど、「会い
たい」って言われて学生の頼みを断ると、大人
は大体すごい罪悪感に苛まれるので、結構会っ
てくれるんですね。会いたい人は学生のうちに
とにかく会っておくべきだと思うし、どんどん
連絡するべきだと思う。
　昔は連絡先はわかんなかったんです。有名人
とか、自分の会いたい知識人に。出版社やテレ
ビ局が囲い込んでいたから。でもいまはもうい
ますからね、ソーシャルメディアに。直接、会
いたい人に声をかけて、会って行けば良い。
　そのときには礼儀正しく、たんに話を聞くだ
けではなく、自分も生意気にどんどん議論をふ
っかけたりということをすることで、そういう
人たちに覚えてもらいましょう。それがあとで
効いてくる。
　あと、やりたいことがあったら、とりあえず
やってみるということも重要ですね。
　僕も今みたいな仕事をしていると頭の良い官
僚とか、超頭の良い学者の方とご一緒する機会
が多くて、そうすると「自分はなんで馬鹿なん
だろう」って思うこともたくさんあるわけで
す。ただ、自分で社会活動とかをする中で、何
となくわかってきたのは、頭の良い人はその分
計算ができるから、動くことの非効率性ってい
うのをよくわかっているんですね。成功の確率
が 10％もなかったら、動かないんですよ、計
算できる人は。
　そうすると、相対的に動ける人は少なくな
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る。だから、成功する確率が 0％とかで動いち
ゃう本当の馬鹿では駄目なんですけど、たぶん
ある程度物事を分かった上で動ける人間には価
値が出てくる。
　早稲田はそれなりに有名な大学ですけど、エ
スタブリッシュされた人たちの中にはあまりい
ない。はっきりいえば、僕は、早稲田は良い意
味でも悪い意味でも一流大学だとは思わないで
す。なので、せっかく早稲田に入ったんですか
ら、そういう頭の良い振る舞いは、東大の人と
か慶応の人たちに任せておいて、自分たちはひ
たすら動くということをやっていったほうが良
いんじゃないかと。
　僕いつも言っているんですけども早稲田の良
さは「うざい」っていうところだと思うんで、
慶応は「きもい」、早稲田は「うざい」（笑）。
でも、やっぱりそのウザさを生かして、行動し
て人を巻き込んでいくことが大事なんじゃない
かな、と。
　今日の「現実をどう知り、考え、判断し、行
動するのか」ってテーマは、そういうことだと
思うんですね。
　多様な情報だとか意見を多様な手段で入手す
ることも大事です。やはり、ネットだけ見てい
ても駄目です。ネットに書かれている情報なん
て、せいぜい 2、3割です。書籍とか、新聞と
か、テレビとか、ネット、そして一番重要なの
は、実際に人と会って話すことですね。リアル
に入手して、自分はこんなことがしたいですっ
て意思を示して、仲間集めて、小さな具体的目
標を立て、それを達成していくことで実現力が
大きくなり、大きな目標を立てられるようにな
る。
　ふんばろう東日本もそうですよね。最初は物
資の非効率なところ、物資が届かないというと
ころを何とかしようというところから始まって
いったら、いつの間にか、でっかいプロジェク
トになっていった。やはり行動していく中で、
大きな目標が生まれる。このことを皆さん、考
えてもらいたい。
　サム・ジョンソンという若者をみなさん知っ
ていますか。ニュージーランドの若者です。い
ま 22歳ぐらいで、実は早稲田の学生と一緒に
東日本大震災のボランティアなんかもやってい
ます。日本で東日本大震災が起きる半年前と、
1か月前に、ニュージーランドで大地震が起き
ましたね。あの大地震が起きた時に、地元のカ
ンタベリー大学の学生だったのがサム・ジョン
ソンなんですけど。彼は大変なことが起きた
と、地元の地震の汚泥を何とかしようというこ
とで、フェイスブックを通じて呼び掛けた。
2000人ぐらいボランティアを集めて、地域の
復興の貢献をしたんです。
　その貢献が認められて、彼は学生の立場なが
ら、州議会の選挙に立候補して、当選しまし
た。もう議員になっています。彼は本当に有名
人で、ニュージーランドで知らない者はいない
ぐらいで、フェイスブックでどんどん組織を作
っていって、プロジェクトをやって、2000人
をどう動かしていくのかということを、できた
んですね。
　そして、そうやって、学生が学生の力で、現
実を変える、議員としての力を得ている、とい
うことができていることが、ソーシャルメディ
アによって起こったすごく良い例だと思いま
す。
　最後に、大学生とイノベーション。これは
『動員と革命』って本の最後に書いてあるんで
すけども、社会に対してイノベーションを起こ
す世代って決まっているんです。それは大学時
代に、新しい技術的な変化が来たかっていう世
代論でもあるんです。
　イノベーション起こした第一世代はどこか。
だいたい 1955年生まれって言われています。
一番有名なのは、スティーブ・ジョブス。もう
一人は、実は同い年なんですね、マイクロソフ
ト作ったビル・ゲイツ。彼らは実は同い年。そ
こからちょっと遅れたところで、孫正義さん
292
（1957）がいる。彼らは大学のときにパーソナ
ルコンピューターっていうイノベーションが来
た。今までだったら、企業しか使えなかった高
かったものが、個人でも使えるような価格のパ
ソコンが出てきたことによって、大学時代に、
売るほど時間があるときに、それに没頭したこ
とによって、起業していく。アップルを作り、
マイクロソフトを作り、ソフトバンクを作りっ
てことをして。
　やはり大学時代に売るほど時間があって色ん
な人に会えるって時期に、何かイノベーション
を起こす種が起きたっていうのが、そっから先
にイノベーションを起こす起業につながってい
く。これが第一世代と言われています。
　次の世代はいつか。これは 1973年前後生ま
れです。誰がいるかというと、セルゲイ・ブリ
ン、そして、ラリー・ペイジ。スタンフォード
大学でグーグルを作った二人です。グーグルの
創業者の二人で、大学時代に、パソコンではな
くインターネットという革命が来た。
　日本でもネットベンチャーの第一世代が、大
体そうです。堀江さんが 1972年生まれ、そし
てサイバーエージェントの藤田さんも 73年生
まれ、「はてな」を作った近藤さん（1975）も
このぐらいの世代です。大学生の時にインター
ネットが来て、大学の暇な時期にとにかくやっ
ている。2ちゃんねるを作った西村博之くん
（1976）なんかもそうです。で、僕自身も実は
1973年生まれで、西條さんが 74年生まれで、
大学時代にイノベーションを起こす、インター
ネットというものに触れていたという僕らの世
代が、ある種イノベーションの第二世代。
　そして、第三世代っていうのは、何かってい
うと、僕は、1990年前後生まれだと思ってい
て、つまり第三のイノベーションが、僕、ソー
シャルメディアだと思っています。
　つまり、ソーシャルメディアがこうして盛り
上っているときに大学生をやっている、この会
場にいらっしゃる皆さんが第三世代なんです。
まさにサム・ジョンソンが 1989年生まれです
から。売るほど時間がある大学生のときに、ソ
ーシャルメディアという社会の変革の可能性に
接している、このシンポジウムを聞いている皆
さんが、おそらく今後社会を変えていくわけで
す。だから、みなさんぜひ頑張っていただけれ
ばなぁと思います。
　ご清聴ありがとうございました。
　司会　津田さんありがとうございました。ソ
ーシャルメディアの性格、潜在的な可能性につ
いてお話をいただきました。また、学生に対し
ても温かい、刺激的なメッセージも含めいただ
けたと思います。津田さんと西條さんお二人の
活動の接点についても融合点が見えたかと思い
ます。ありがとうございました。
（3） 濱守栄子さん
　司会　では、続きまして大船渡市ご出身のシ
ンガーソングライター濱守栄子さんの被災地へ
の想いと歌をお届したいと思います。濱守さん
は地元大船渡市の三陸大船渡ふるさと大使をつ
とめていらっしゃいます。これから歌っていた
だきます国道 45号線の CDの売上の半分を被
災地に寄付する活動を続けていらっしゃいま
す。それではよろしくお願いいたします。
　濱守　よろしくお願いします。
　みなさん、はじめまして。岩手県の大船渡市
というところ出身の、シンガーソングライター
の濱守栄子と申します。
　時間もだいぶ押してしまっていますので、シ
ンプルに伝えたいことだけ、お話させて頂きた
いなと思います。
　被災地の地方紙で、東海新報社という新聞が
あるんですけども、そちらの新聞記者の方が東
京で講演をしたときに、お話していたことを伝
えたいなと思います。
　まず、当たり前であったことが、決して当た
り前でなかったということ。そして形あるもの
は必ず壊れるということ。明日が必ず来るとは
限らないということ。いまを大切に生きなけれ
ばならないということ。このことを強く仰って
おりました。
　そして、私から皆様に伝えたいことは、夢は
一人でも多くに話すと、叶いやすくなると言い
ますので、今日この会場に集まってくださって
いる人たちは、支援したいという気持ちをもっ
て集まってくださったのだと思っておりますの
で、その支援の気持ちがある人は発信すること
が大事だと思っております。
 293震災後の社会と学生の可能性
　発信することによって一人ではできないよう
な大きなことでも、仲間が集まってきます。そ
うする中で何か支援につながる活動、方法がみ
つかっていくものだと思っております。私自身
も発信することで、たくさんの人の支えを受け
て、こうして、今日もここで歌わせていただく
きっかけを頂きました。
　それでは、私がですね、被災地、大船渡市、
陸前高田市のことを思って作った楽曲をこれか
ら歌わせて頂きたいんですけども、映像が出て
きます。映像は震災の半年後の 9月 11日の大
船渡市と陸前高田市の映像が入っております。
本当に、いつかまたあの場所で笑いあいたいと
いう思いだけで作った曲になります。聞いて頂
きたいなぁと思います。
『国道45号線』
作詞・作曲 濱守栄子 /編曲 黒川雅文
夜中に喧嘩して飛び出した 45号線
友達と朝まで語り合った 45号線
週末にあいつと待ち合わせた 45号線
故郷（ふるさと）の花火を横目に見た 45号
線
テレビに映し出された 見慣れているはずの
風景
あまりにも残酷で 思い出せないほど ただ涙
がこぼれた
いつかまた あの頃のように あの場所で 笑い
合いたい
大好きなあの人が待っている海の街で
何度か遅刻ギリギリで通った 45号線
クレープが美味しかったお店は 45号線
仙台までドライブする時には 45号線
隣に大きな海が見えた 45号線
つながらない携帯電話 急に一人ぼっちな気
がして
一人ではいたくない 誰か話を聞いて そして
嘘だと言って
今すぐに許されるなら あの場所へ飛んでゆ
きたい
大好きなあの人が眠っている海の街へ
いつかまた あの頃のように あの場所で笑い
合いたい
大好きなあの人が待っている海の街へ
今すぐに許されるなら あの場所へ飛んでゆ
きたい
大好きなあの人が眠っている海の街へ
喜びも悲しみも 見守ってくれた海の街へ
じゃあね また返ってくるから 45号線
たくさん思いで作ろう 45号線
　濱守　ありがとうございました。
　司会　濱守さんありがとうございました。想
いのこもった素敵な歌声をありがとうございま
した。みなさんもう一度拍手をお願いいたしま
す。
第 3部　 インタラクティブ・ディスカ
ッション
　司会　続きまして、今までご登場いただきま
したゲストの皆さまを迎えまして、インタラク
ティブ・ディスカッションにまいりたいと思い
ます。マイクは中野さん（ファシリテーター）
にお渡ししたいと思います。
　中野　みなさん、こんにちは。今日はお足元
の悪いところ大勢の方にお越しいただき、あり
がとうございます。
294
　本シンポジウムを中心に進めてまいりました
院生は、先程発表した 3名と私、社会科学研究
科博士課程 2年の中野えり子です。今回ソーシ
ャルメディアと SNSを駆使して、震災後抱い
た問題意識をもとに非常に少ないリソースのも
と、現在「時の人」である西條先生と津田さ
ん、そしてアーチストの濱守さんという方々に
来て頂けたのも「想いの力」だったと感謝の気
持ちでいっぱいです。ここからはこれまでの発
表と、ご講演頂いたことを中心に自由に議論し
ていきたいと思います。
　紹介が遅れましたが、今私の隣にいらっしゃ
います加藤一紀さんは、実は私達の仲間で、創
造理工学研究科博士課程の 2年生です。
　メインゲストに加藤さんをお呼びした理由
に、大変身内びいきになりますが津田さんより
西條先生より濱守さんより、私は彼を「すご
い」と思っていることがあります。それは、加
藤さんが震災前から首都直下地震が起きた時に
「我々は何ができるだろう」ということを一学
部生の立場で考え、それを行動に移し組織化し
て今も継承されているんですね。そしてその経
験と知識の蓄積があるため、今回の東日本大震
災でも、学生の立場で色々即座に活動に移れ
た、と。いわゆる何かが起こってから動き始め
たのではなく、何も起こっていない前から非常
時を想定し動いていた、ということで、今ご登
壇のチャンスが無かったので加藤さんを誇りに
思い、一番にマイクを渡したいと思います。簡
単にお話願います。
　加藤　ご紹介ありがとうございます。そうそ
うたる顔触れの中で、いきなりこのディスカッ
ションにぽっと出てきて「何者だ」と思われて
いると思うので、簡単に自己紹介も兼ねて 3つ
ほど、お話させて頂きたいと思います。1つ目
に私がいま何をやっているか。2つ目に震災が
起こる前まで何をやっていたのか。3つ目に震
災後に何をやってきたのか。をお話させて頂き
ます。
　今、私は早稲田大学博士課程の 2年生で地震
防災工学を専攻し液状化対策の研究をしていま
す。早稲田大学に地震防災に関するボランティ
アサークルを立ち上げたのは学部 3年の時でし
た。そのきっかけは、スマトラ沖の津波被害で
亡くなられた方々に関するエピソードでした。
津波の前兆現象に引き波というのがありますが
（津波は常に引き波からではなく押し波からく
る場合もある）、その引き波で打ち上げられた
魚を取りに行った子供達が大勢、波に流されて
亡くなったというエピソードです。日本なら、
地震のあと津波が来るとわかっているので「地
震が起きたら高台へ」という教訓があります
が、その地域ではこうした教訓は知られていま
せんでした。私はそこで「知らないことで失わ
れる命がある」ということを知りました。私が
専攻している土木分野における地震防災は、高
い塀を作って津波に備えたり強い家を建てたり
という技術的な、いわゆるハード面での対策で
すが、いかに強い建物があっても、そこで例え
ば家具が倒れて人が亡くなっては本来の目的で
ある「人命を守るための構造物」として意味を
なさない。そこで人命を災害から守るという意
味においてハード面と、教訓を生かした教育な
どによるソフト面の両方から活動していくこと
が重要ではないかと考え、防災教育活動を行っ
てきました。しかしながら活動当初は、先ほど
の講演にもありましたように「時間的・空間的
に今を捉える視点が必要」というところで、僕
はある意味で防災教育をすることだけに囚われ
てしまっていて、その「方向性」については考
えていなかったように思います。その一つの例
えが 30年以内に 70％で首都直下地震が起こる
と言われる中、私達の大学ではどういうことが
備えられているのかを考えていなかったことで
す。活動を続ける中でようやくこのことを考え
るようになり、大学に特にそういった備えや仕
組みがなかったことから、そうしたことを学生
 295震災後の社会と学生の可能性
の立場からどんどん提案していける学生団体が
必要ではないかと考え、早稲田レスキューを立
ち上げここまで来ました。それが震災前までや
ってきた活動の概要です。
　次に震災後についてですが、3月 11日大震
災が発生し、私はちょっと自分に失望したとい
うか、これまで長く防災をやってきたのに本当
に何もできなかった。正しい身の守り方なども
発信できたかもしれないのに、その発信力もな
かった。特にツイッターとかそういったものに
馴染んでなかったこともありましたが、そうい
う点で自分自身にすごく反省がありました。で
もこれから何かしていかなくてはいけないとい
う時、私はちょっと過去に習いたいと思い 3月
14日と 15日、神戸の「人と防災未来センタ
ー」に行き、そこでボランティアとして何をし
ていかなくてはいけないか、注意すべきところ
は何かというところを見てきました。その時、
阪神淡路大震災の記念碑にも行ったのですが、
震災から既に 17年経とうとしている今もなお、
そこには花が手向けられ、ここの掃除されてい
た方も亡くなる直前までそこで掃除をされてい
たという話を聞きました。やはり震災後 10年
20年経とうと、その記憶が消える人もいれば
消えない人も絶対にいるということを認識し、
今回の震災を風化させないためにはどれだけ多
くの人をいかに巻き込むかというところが大事
だと思いました。震災後、ちょっと動き出しは
遅かったかもしれませんが、4月前半の段階
で、現地に行きたいという学生に向けボランテ
ィア講習会などを開催し、最近はインターネッ
ト上で、ボランティアに行きたい人向けに「も
しあなたがボランティアに行くなら」というこ
とで「もしボラ」というちょっと流行にあやか
ったサイトも立ち上げ、こうした活動を通して
の情報発信を自分なりにやってきたというとこ
ろです。
　以上を、自己紹介を兼ねた話とさせて頂きた
いと思います。
《ソーシャルメディアにおける「発信力」をど
う使うか─意志、実現速度、「動く」、トライ
＆エラー─》
　中野　加藤さん、ありがとうございました。
今の話の中で「発信力」という言葉がありまし
たが、この中では津田さんが発信力の神様のよ
うな方で、西條先生の「ふんばろう東日本支援
プロジェクト」の活動に対する理解者・支援
者・フォロワーを津田さんのリツイートにより
1時間単位で 1000人増やしていった事実です
よね。その発信力のビッグバンのような可能性
が現在存在し、またその発信力を使える人と使
えない人の格差もある状況があります。今回
「構造構成主義」「方法の原理」などを伺い、人
間も社会も実は完璧ではないという西條先生の
哲学・心理学の前提にある話、また津田さんの
チャリティー等の方法はお嫌いだというお話な
どから、発信力をどのような形で使い活かされ
たのか、つまり「どのような方向性」でその発
信力を使ったか、というコツみたいなものを伺
えればと思います。濱守さんには歌という強力
な武器があるので映像と歌ですぐわかるのです
が、非常に難しい「光と影の両側面を持つ発信
力」の話をもう少しお聞きできればと思いま
す。
　津田　僕は 2007年からずっとツイッターを
続けてきた結果、今 20万のフォロワー数にな
ったので、継続してやっていくことがひとつす
ごく重要ですね。あとはそれだけフォロワーが
いるから（色々な事が）出来るのではないかと
よく言われますが、僕はそうではないと思って
います。「何かを巻き込む力」「人をどう巻き込
んでいくか」というところが重要で、全く発信
力がなかったりフォロワーやフェイスブックの
友達が全然いなくても、まず自分自身の「意
志」を示す。自分がやりたい・伝えたい・発信
したい情報があるジャンルには、どんな領域で
もキーパーソンのような発信力を持つ人がい
て、そういう人達がソーシャルメディアにどん
どん登場するようになってきている。その人に
「こういうことを考えているんですけど、協力
してもらえないか」と伝えることで、その人を
巻き込んで献身的に情報発信していけば、たぶ
ん自然と人は集まってくるということです。だ
から多分「自分は現時点で発信力が無い」から
とまず諦めてしまう人が多いということに対し
「そこは考え直しましょうね」ということがひ
とつ言いたいことです。プラス「ソーシャルメ
ディアは万能ではない」です。万能ではないけ
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れどソーシャルメディアでできる事というの
は、現実の世界でもできるわけです。電話をか
けて、人に会いに行って、ネットワーキングし
て、「利」を作ることも全部できる。ただ、ソ
ーシャルメディアの最もいい点は、その話や物
事の「実現速度を加速度的に上げる」ことがで
きる。自分でやりたいことを実現しようと思っ
た時、時間がすごくかかるもどかしさで心が折
れる人もいるので、とにかく人を巻き込み、自
分の思うことを実現していく速度を上げるた
め、どうキーパーソンを巻き込むか、そして巻
き込むためには自分で行動する一歩を踏み出す
ことが重要だと感じています。
　西條　先ずこの場もそうですが、僕も（支
援）活動をやってきて早稲田でどういう人が動
いていたか、アンテナを張る余裕もなかったの
ですが、こういう方々がいることは早稲田出身
なので嬉しく思います。僕も（加藤さんと）同
じことを思ったんです。震災直後に自分はなん
て無力なんだろうと、もう何もできないし。何
とか（できたのは）文章を書く、位なんです。
それまでツイッターも（フォロワーは）700人
か 800人位だったと思うのですが、短歌を書い
たり平和に使っていて、あまり有名になっても
面倒くさい人に絡まれるから適当にやっていれ
ばいいやと思っていたのですが、その時はもう
ちょっとフォロワーじゃないですけど発信力を
持っていたらよかったなぁと初めて思いまし
た。でもこれだけのことが起こってしまい、や
はりそんなことは言っていられずリミッターを
外すというか、自分のできることは全部やろう
と思い、それで（活動を）始めたんです。その
「気持ち」がすごく大事なのかなと思って。あ
とソーシャルメディアが面白いと思うのは、そ
の「人となり」が出てしまう、パッと書いてし
まうから。まとまった文章ではないけれど取り
繕えないところもあり、だから、結局「誰」が
発信しているかがすごく重要になっている気が
します。
　また情報、情報というけれど、実はみんな情
報なんか取りに来ていないんじゃないかと思う
んですね。例えばどこかの国や自治体が出して
いるホームページって見ますか？　形式通りの
無難な文章が並んでいて読む気にならないです
よね。それは、そこには気持に響いてくるもの
がないからで、そこに「人」がいないんです
よ。だからソーシャルメディアは「人が見え
る」ということとすごく関係していると思って
いて、津田さんの「長期的にやられてきた」と
いうことの他に、やはり「何か訴えかけるもの
がある」からフォロワーが増えるということは
あると思います。そういう意味でも結構ごまか
せないので、先程津田さんが学生の皆さんへ仰
っていたことは、本当にそうだと思います。
　なぜ「動くこと」がいいかというと、動くと
自分が出来ることと出来ないことがよくわかる
し、ごまかせない。あと、自分のやり方がうま
くいかない時にそのやり方をずっと続ける人が
いますが、僕は何か手応えが無い、これじゃダ
メなんじゃないかと思った時、やり方を変えた
ほうがいいと思います。動いた方がそのフィー
ドバックも得やすいです。机上の空論で動いて
いるだけならまったく役に立たないことも永遠
に考えられますが、実際に動くとそうはいかな
いんですね。
　3.11以後、思想哲学の世界も僕は大きく変わ
り始めていると思っていますが、それは「偽物
は残れない、本物じゃないと残れない、ごまか
せない時代になってきている」ということで
す。
　そういう意味でも「学生のうちはとにかく動
く」こと。自分のやりたいこと、夢中になれる
ことだと疲れ知らずにやれるので、それが勉強
じゃなくても本気になれるもの、それをやって
いるうちにその過程で学ぶものがすごく実にな
ると思うんです。本気になってやった過程で身
に着けた色々なものが、あるところに向かった
ときにものすごく活きると思います。
　津田　『動員の革命』という本を書いたので
すが、もうひとつソーシャルメディアによって
「試行錯誤・トライ＆エラーの革命」が起きた
なと思っています。西條さんが仰ったように、
行動したことによって自分の出来ることと出来
ないことが見えてきた。どうやらこれは手応え
が無いと言われても（リアル社会では）それを
すぐやめ（られ）ない。しかしすぐにやめて次
のことを進めることが、ネットやソーシャルメ
ディアではすごくやりやすい。「これはだめだ、
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次に行こう」という試みが、かつてのリアルの
世界では 10回やれればいいところが、100回
とか 1000回とか短期間で出来、それで伸びそ
うなところをドンドン伸ばしていける。ただそ
れは革命だけど逆にいえば 100回失敗できる環
境というと、大体の人は 10回連続で失敗する
と心が折れちゃうんです。でもそこで心が折れ
ない行動力というか心の持ちよう、失敗して当
たり前だと思う。だからこれは「考え方」の問
題ですが、人をどれだけ巻き込み、どれだけお
金を集めて、みたいなシミュレーションをし
て、冷静に考えて 20％くらいの成功率かなっ
て考えたとき、20％ってことは 100回やったら
80回失敗するんです。でも 80回失敗するな
か、5回 6回やったときに連続して失敗し「あ
ーやっぱだめだ」とそれごと止めちゃう人が多
いので、そうではなく「いや 20％成功率があ
るなら、これ高いじゃん」と思える心の持ちよ
うが重要じゃないかと個人的には思っていま
す。
《活動の「サスティナビリティ（持続可能性）」
について─知識と自主判断、共感、内在的に
発生する強い思い、同調と「共感的理解」、気
付き・修正・継続─》
　中野　西條さんが「あんまり有名になっても
面倒くさい」と仰っていたように、確かに日本
には「出る杭は打たれる」とか「KY」など日
本独特のいわゆる目立つ者やリーダーなど何か
突出する人に対する、嘲弄揶揄みたいなものが
あるため、どうしても臆病になりがちなところ
があると思うんですね。ただ、今回震災を契機
に、動かずにはいられない、動かないと気持ち
悪い、何もしないと自分の存在そのものが脅か
されるというような衝動を持った人達が実は全
国にたくさんいて、そういう人達が、さっき津
田さんが「動員の革命」という言葉を使われま
したが、動員されて様々なボランティア活動に
つながったのではないかと思うんです。そこで
西條先生のお話から、人間も社会も元々完璧で
はないため「目的と方法」を常に柔軟に意識す
るというか使いこなしてフレキシブルに対応し
て、効果的な結果を出していくことの重要性、
そしてそれを実現されたお話を伺い、フレキシ
ブルに行動するため、私たちに寛容性や多様性
への理解などが必要だということはわかったの
ですが、これを今度「サスティナブル」に続け
ていくということが気になります。例えば、加
藤さんはもう 4年も 5年も前から震災があろう
となかろうと災害についての意識を持ち続けて
きた。で、今はまだ大震災の衝撃や被害の報道
もあるので、サスティナブル的にも考えられる
のですが、こういった気持ちの伝承、活動の伝
承を真にサスティナブルにしていくためのヒン
トみたいなものが何かありましたら、皆さんか
ら一人ずつ伺えればと思います。よろしくお願
いします。
　西條　活動という意味では、僕らは「サポー
タークラブ」という形で月 1000円、誰でも定
額引き落としという形で、本人が忘れていても
活動する人に資金を提供する仕組みをやってい
ますが、気持ちの伝承という意味では、『人を
助けるすんごい仕組み』というチャリティブッ
クや『被災地からの手紙』（被災者と支援者の
手紙のやりとりをまとめた本）の出版とかそう
いうもので、意識を持続的にしていくというこ
とがひとつあるかと思います。
　あとは先程（加藤さんが）「知識・ソフト面
で」と仰ったのがすごく重要だと思っていて、
実はそこにも「方法の原理」がすごく使えると
思っています。つまり「状況と目的を考える」
ということです。
　命を守るという目的は当たり前のようです
が、それよりも他のことを優先して亡くなった
方はたくさんいます。また首都圏で直下型の巨
大地震が起きた場合、どこで火災が起きて、ど
のように広まるかは風向き次第というところも
あって、予測できないので、状況をみながら燃
え上がっている地域と反対側にとにかく逃げる
とかするしかないと思います。方法の原理は原
理的な命題なので、「目的」からぶれずに、い
つでもどこでも「状況」を見て、揺れとかの感
覚を見て判断できると思うので、こういうもの
を広げていく。災害時は冷静な判断ができなく
なるため、まずはマニュアルや事前に色々決め
ておくことは必要不可欠ですが、それに加えて
「その場で状況をみて判断できる力」も活動を
通して広めてもらえればと思うし、僕も広めた
いと思っています。未来の命は救えます。加藤
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さんの活動は本当に素晴らしいと思うので、ぜ
ひ続けていって頂ければと思います。
　津田　さっき西條さんのお話の中で、ソーシ
ャルメディアで単に情報を発信するだけではな
く、何かしら言葉の強さとかそういうものが無
いと広まっていかない（というのは）、要する
に「共感」の話だと思うんですね。「どう共感
を呼ぶ情報発信が出来るのか」ということで人
が繋がっていくと思います。
　ちょっと矛盾したようなことを言うと「共
感」というのはすごく肝で、共感で人が動いて
行くんですけれど、でも実はリーダーとか飛び
出す人って、実は共感能力があんまりセンシィ
ティブだと多分うまくいかないんですね。たぶ
ん西條さんはあまり共感能力ってないと思うん
です。これは悪い意味で言っているのではな
く、本当に共感能力が高くて被災地の被災者の
人とかに共感していたら動けないですよ、本当
に。被災地に行って何かやらなきゃ、と思って
も、共感能力が高過ぎてそこに同調しちゃう人
は本当に立ち止まってしまう。そうではなくこ
れは新しい形の組織論の話ともつながると思う
んですが、共感しないで、でも「何かやりたい
って意識がある人が動いた」ことによって、そ
こに共感する人が集まってくるというのが、多
分これから先のひとつの新しい組織のやり方か
もしれない。
　ソーシャルメディア時代、共感というのはキ
ーワードだし、僕自身もよく使ってはいるんで
すけども、実は物事の推進力になるのは共感で
はなく、スティーブ・ジョブズだってそうです
よね。スティーブ・ジョブズは「ユーザーの意
見なんて聞くな、聞いても碌なものできないか
ら」と言って、アイフォンとか素晴らしいもの
を作ったわけです。結構ここは自分が何かを進
めていくときに、共感は大事だしキーワードだ
けど、これはさっきのサスティナビリティとい
うところに繋がっていくと思うんですね。なぜ
サスティナビリティが起きるのか、というのは
「他人と共感しない、でも自分がやりたい意識
を強くする」というところ、それは「共感で生
まれるものではなく内在的に生まれてくるもの
で、そこの強さを持つ」ということと関わって
くるのかなぁ、と思います。
　濱守　いま津田さんが仰ったように、私も共
感ということがすごく重要なキーワードと思っ
ています。
　例えば私は CDの売り上げの半分を被災地に
寄付する活動を続けてますが、実は CD買わな
くてもインターネット上でフルコーラスの動画
を流しているので聴くことはできますし、知識
のある人ならそこからダウンロードもできま
す。それですごく長い曲なんですがカットでき
ないんです。私の想いと被災地の人達の想いが
すごく詰まっているので、どこかでカットして
省くなんて考えられないので、このままアップ
してひとりでも多くの人に聴いてもらい共感し
て頂いた人で私や被災地を応援してもいいよ、
という方に CDを購入して頂き半額を義捐金
に、というコンセプトでアップしています。や
はり続けることは自分の思いの強さで、私はよ
く行動する前にビックマウスで大きなことを言
ったりするんですが、そうやって自分を追いつ
めるようなことも大事なのかなと思ったりして
います。私はこういう活動をしているので、売
名行為と言われることもたまにありますが、私
の歌を聴いた人は必ず共感してくれるはずなの
で、それでも共感してくれない人はもうどんど
ん言って下さって結構です、大きなことを自分
はしている自信はありますので、一人でも多く
の人に今後も歌を届けていきたいと思っており
ます。
　津田　売り上げの半額を、というのがいいで
すよね。そこが僕のいう「持続可能性」と繋が
るところで、ちゃんと半額はつなげて、そして
半額、自分の収入になったものは次の活動資金
へと繋げていくことの繰り返しで全体のパイが
大きくなっていけば支援の輪が広がっていくの
で、フィフティ・フィフティにするっていうの
はすごくフェアだし、それをオープンにしてい
くのはすごく重要な方法論だと思いますね。
　濱守　気持ちとしては全額寄付したい気持ち
でいっぱいですけれど、私も生活がかかってい
るので半額ということで活動しております。
　西條　先程の共感という、これ津田さんの仰
ることもすごくわかるんですが「同調」と「共
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感的理解」って、違うんですよ。僕、現場でも
のすごく活動している臨床心理士の方に、どう
してこんなにハードな話を聞いて大丈夫なのか
と聞いたことがあります。僕はそんなに強くな
い方で、話を聞いていると持っていかれそうに
なります。それは結構大変。（でも）同じよう
に落ちていってしまったら何もできない。
　その方は「同調すると一緒にダメになるか
ら、共感的理解なんだ」と。この言葉ってすご
くいいなと思っていて何か「膜一枚」あるんで
すよ、相手との距離に。「共感的な理解
4 4 4 4 4 4
」なん
ですね。相手にはそれが伝わる、理解してもら
えてる、だけど自分は完全に染まってはいな
い、そういう感じは大事かなと。その意味では
僕は「同調」して動けなくなる、ということは
なかったのだと思います。
　ただ、その後は、全然関心を持っていない全
国の人にいかに動いてもらうということが課題
になりました。そのためには簡単にできる、と
いうことも大事で、マイクロペイメントみたい
な形で ECサイト作って支援者に買って頂いて
いたんですね。要するにクリックひとつで、支
援に関心のある人が扇風機を買えば、そのまま
被災された方々にお届けすることができる形な
んです。ただその仕組みさえあれば、買って貰
えるかというと全然違うものです。で、その時
「トライ＆エラー」にも関わってくるんですが、
やはり感触がすごく伝わってくるんです。これ
は相当みんなに響いてやってくれているぞ、
と。だけど全然動かないときもある。そういう
ときは僕の力がないんです。言葉に力がない
か、何か説得的にみんなの気持ちを動かすこと
ができていない。だからそういうときは、やり
方がまずいと考えて、どういうふうにやったら
いいんだろうという「トライ＆エラー」を繰り
返しながら改善していく。今回、僕が学問をや
っててよかったなぁと思ったのは、文章が書け
るって結構大きいんですよね。ホームページも
自分で書けるし、あと厳密にあまりいい加減な
ことを言わないという訓練もされている。本も
書けるし、専門云々を超えて学問やっていてよ
かったと思ったことではありますね。
《フォロワー数は効果測定に使えるか（会場か
らのツイッターによる質問）》
　中野　ありがとうございました。ちょっと
今、加藤さんにお話し頂く前なんですが、会場
からツイッターを通して質問が来ているので
「フォロワーの増減は効果測定として捉えるこ
とができるのだろうか」という質問があるんで
すけども、津田さん、いかがでしょうか。
　津田　効果測定に使おうと思えば使えるし、
使えないと言えば使えないですよね。で、これ
はなかなか難しい問題で、別にフォロワーって
イコール支持ではないんです。自分に対するウ
ォッチ、あくまで情報の購読でしかない。例え
ば僕は、今有料のメルマガを始めているけれ
ど、それでいろんな人が感想をつぶやくので、
それを僕は RT（リツイート）をしまくってい
るわけですけども、そうするとフォロワーが減
っていくわけです。減っていっているけれど、
それによって有料の購読者は増えているとなる
と、ある意味でいろいろな評価基準があるわけ
です。「有料メルマガの購読者数」「本を出した
時の部数」そして「フォロワー数」という、そ
れらは指標の一つでしかなく、効果測定に使え
ることは使える。けれど、ツイッターというの
はあくまで「入口」、何かを起こすアクション
の入口でしかなく、「ふんばろう」だったら、
ツイッターでこういうことをやったことによっ
て、「ここのアクセス数がこれだけ増えた」と
か「ここで購入数がどれだけ増えた」とか、そ
っちの「出口」の方の効果測定をやるべきであ
って、入口のツイッター（フォロワー数）の効
果測定をやっても、僕はそんなに意味がないん
じゃないかなと思います。
　西條　それは本当にその通りだと思います。
相関は多少あるかもしれないですけれど、ドラ
ッカーが言っているのは、何かお金をかけたか
らアウトプットがそれに応じて増えるみたいに
思いますが（ドラッカーは）「そこに因果関係
は無い」と言っている。それと同じで、1億か
けてもマイナスになることもあれば 0のことも
10億になることもある。1円もかけなくても、
まぁ、1円も、は無理かもしれないですけど、
ある程度かけて、それが何十億にも匹敵する支
援になることだってあります。実際、「ふんば
ろう東日本」は実際最初の数ヶ月は口座すらも
300
ってなくても、物凄い物量の物資支援を実現で
きました。やはりアウトプットのところですよ
ね。先日 NHKの首都圏放送から取材を受けた
んですが、それはツイッターやフェイスブック
にリンクされた数が「ふんばろう」が日本で一
番多かったという理由で来たんですね。これっ
て結構、効果測定（につながる）というか、本
気で広げようとする人がいなければ成り立たな
いことで、もちろん僕も全然知らなかったんで
すけども。あとフォロワーで思うのは「数」だ
けじゃなくて「質」というのがあると思うんで
す。糸井重里さんが僕を結構リツイートして下
さったのですが、糸井さん経由で「サポーター
クラブ入りました」とか「色んなイベント来ま
した」という人がかなり多いんです。僕のツイ
ッターは災害掲示板みたいになっていたので、
関心のないひとはアンフォローすると思うんで
すが、2万何千人いるフォロワーの人達はけっ
こう精鋭で、それなりに重要だと思うものはリ
ツイートしてくれる率が高いのかな、と思いま
した。なお、最近はフェイスブックを活用する
ことの方が圧倒的に多くなってきていて、時代
的にはツイッターからフェイスブックに移行し
ていくと思います。
　中野　ありがとうございました。いかがでし
ょう、加藤さん、お願いします。
　加藤　私自身も何回もへこたれましたよね。
防災を教えるということで、自分に被災体験が
あるわけでもないので、なんで自分はわざわざ
身銭を切ってまでボランティアに行き、子供た
ちに教えるのかと。確かにやっていることは正
しいし、感謝もされるかもしれないけれど、行
ってそれでおしまいになってしまう活動を何で
やり続けなくてはいけないんだ、というところ
で……。しかしながら皆さんが仰っていること
ですが「まずやってみる」ことがすごく大事だ
と思います。まずやってみて、それを続けてい
くうちに何か辛いとか、何かおかしいと思うと
ころにぶち当たると思うんですが、そこでまた
考え直して、次にじゃあどうやったらこれがで
きるだろうと思うところまで踏み込めるかどう
かということが、ひとつ大事なところだと思う
からです。そうした意味で、先程西條さんが仰
ってたように、誰かがやってくれるからいいと
いうわけではなく、「誰もが出来るけど、誰も
が出来るから自分もやってみよう」というスタ
ンスで、まず何かに取り組んで頂いて、その中
で何か違うなってものについては「何が違うの
かというところを深めて考えていく」ことが、
続けていく上では大事なのかなと思います。せ
っかく学生時代にすごくいい活動をされている
人達が、卒業とか就職に伴ってその活動が終わ
ってしまうというのが私自身非常に淋しいと思
っているので、できれば何か今自分が熱く思っ
ている活動があれば、それは一生続けられるも
のであってほしいと思います。
《3.11 後の社会と学生の可能性─現在の「分
岐点」をどう捉えるか─》
　中野　ありがとうございました。先ほど院生
勉強会から「哲学」と「エントロピー」という
科学を取り上げた発表をしてもらったんです
が、東日本大震災は「近代文明の転換なのか崩
壊なのか」ということで「分岐点」に今、私た
ちはあるのではないかと思うんですね。エント
ロピーは定量的に測れないので、物理理論や科
学重視の社会の中で、どうしても普及しなかっ
た。で、普及しないから、この地震大国に 54
基の原発みたいなものができてしまう。私たち
が生きる、生活者が普通に生きる自然社会とい
うのは、複雑系であり多様性を持っていて「絶
対」という言葉など通用しないはずなのに、ど
うして「絶対安全神話」みたいなものがまかり
通って、今回のような現実に至ってしまったの
か。それが、私たちが続けてきた院生勉強会に
おけるひとつの発想というか結論でした。これ
から生きる人間は、さっき「分岐点」と言いま
したが、その辺の発想を転換していく必要が学
生だけでなく、これまでの時代を生きてきた私
たち全体にもあるんじゃないかと考えますの
で、その方向性についても一言ずつ頂ければと
思います。
　西條　一言でいうと利権ですよね、お金儲け
なわけですけど。でもこれは資本主義の行き着
く必然でもあって、資本の増大によっていいと
ころもあったんです、人口が増えるところを担
保していくためのシステムですから。ただ僕が
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「縦のライン」と呼んでいる、給料もらって動
く、これ結構強固なラインで、上の命令で統制
できたり動かしたりできるこの「縦のライン」
を突き詰めると、そういうこと（利権、お金儲
け）が起こるわけです。今回、ツイッターやフ
ェイスブックとかのつながりは「横のライン」
だと思っていて、僕と津田さんとの間でも金銭
的なトレードなどはやったこともないし、支援
者もそうなんですね。
　「気持ち」だけで動いてつながって大きな流
れを作っているんです。だから色々な企業、誰
でも入れるプロジェクトになっているし、やは
り資本主義の暴走を止めるには、そういう「横
のライン」で繋がっていくしかないと思いま
す。僕は資本主義も「2.0」になる時期に来て
いると思うし、民主主義も結局のところその運
用者である市民のリテラシー次第で、民主主義
がどれだけ機能するかが決まると思うんです。
多くの国民が方法の原理のような考え方を共有
したならば、議論の質自体がバージョンアップ
するでしょう。そしてより合理的に「質」の方
を問うて吟味していけるということがこれから
絶対必要で、みんな「何かおかしい」というこ
とはわかっているけれど、ただその「方法」が
ないんです。方法がないと「おかしいおかし
い」、「こんなじゃ……」と言って、そこで止ま
ってしまうので、やはり表層的な手段ではな
く、原理的な方法を共有していくことだと思い
ます。そしてそれをどんどん広めていく。誰も
がおかしいと思っていることが減るだけで、実
はみんなが幸せな社会に近づいていけるんで
す。震災を、僕らがそんな風になっていくため
の「分岐点」というか「これから良くなってい
くきっかけ」にしなければいけないと思ってい
ます。
　津田　さっき講演の最後に言ったように、今
（皆さんが）この大学にいて「3.11という変わ
り目」、勿論あんなことは起きなかったほうが
良かったに決まっているけれども起きてしまっ
たことは仕方ないので、起きた時の転換点の時
に「ものすごく自分に無限の選択肢がある」
「今学生である」という状況は、ある種の幸福
なのではないかという風に僕は思っています。
本当に今の大学生にはすごく期待しています。
　僕は学者ではないので、理論的なことはあま
り言えないので、去年発売された本で僕がすご
く面白かった 2冊を紹介すると、ひとつが洋書
の翻訳書で『spend shift』という去年プレジデ
ント社から 7月に出た本です。それはアメリカ
で 9.11やリーマンショックとか社会を揺るが
すような大問題が起きた時、どう人々の消費経
済・消費マインドが変わったかを定量的に分析
している本で、要するにアメリカで 9.11、リー
マンショック以降、人々は希望とか未来とか信
頼とか、そういうものが感じられるものにお金
を払うようになった、ということなんですね。
これは西條さんの「横のつながり」とも繋がっ
てくる話で、例えば資本主義的なものが行き着
いた先に、やはり買ったこと（消費）により
「ここは信頼できるからお金を払う」とか「こ
れを買うことによって未来を起業できる」と
か、日本で置き換えて言えば、例えば石巻かど
こかで「カキの養殖業者が全部流されてカキが
再開できません。頑張ってやるので、1口 1万
円払って下さい。そうしたら資金を元手に復活
させて、3年後ぐらいに復活したらカキをお届
けします」っていうのをやり、あれで 1億円集
めたんですよね。だからそういったもっと色々
なファンディングの仕組みを整えることで多分
変わっていくと思うし、あれはスペンドシフト
のものすごくわかりやすい一例なのかなと思い
ます。あと、もうひとつは、東浩紀さんの『一
般意思 2.0』で、まさに新しい民主主義をどう
アップデートしていくのかという時「ネットで
可視化された世論とか感情」とかを、現実の統
治の仕組みに対してある種の「暴走しないため
のリミッター」として活かせばいいじゃん、と
いうことが、ざっくりいうと東さんの本（の内
容）なんですが、これも非常に刺激的な議論の
本なので、それらを読んでもらうことで、何か
考えることができるんじゃないかなって思いま
す。以上です。
　濱守　皆さまには被災地にぜひ遊びに来て頂
きたいので、被災地の話を少しさせて頂きたい
と思います。
　いま被災地で話題になっているのが、線路は
津波で被災して流され電車（ディーゼル車）も
通ってない大船渡線という路線があるんです。
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でも「踏切」は残っていて、そこで「一時停
止」をするかしないか、皆様はどう思われます
か？　どうせ電車は来ないんだから突っ切って
もいいんじゃないかと、私も思ってしまうんで
すが、実際突っ切った被災地の人が、警察に捕
まってしまったそうなんです。私もそれを聞い
た時に、こんな非常事態でも法律は何も変わら
ないんだと、ものすごくがっかりしました。あ
と、実際津波で亡くなられた方もたくさんいら
っしゃるんですが、そうではなくて歩行者も車
で逃げる人も、みんな自分が逃げるのに一所懸
命で、車を運転している方はバックミラーで後
ろから津波が迫ってくるのを見て前を見ていな
かったため、車で走りながら人を撥ねながら逃
げたそうで、実際は津波が来る前に亡くなって
しまった人も多くいるという話を聞いたんで
す。そういうことで、両方がちゃんと逃げられ
るような町づくりもしていかなければいけない
と思っています。そのためにどうすればよいか
は残念ながら私の知識では難しいことですが、
こうして一人でも多くの人にこの現状を知って
頂き、本当に分岐点ですよね。これを機に元の
街を戻すことはできないので新しい街づくりを
していくようにしたいと思っています。
　加藤　今回の震災を受けて、露呈したと思う
のは、リスクに対する考え方、いわゆるリスク
マネージメントだとか、「当事者意識」に関す
る点じゃないかと個人的には思っています。リ
スクマネージメントについて言えば例えば原発
の問題がそうかもしれません。絶対安全じゃな
いにもかかわらず、もしかしたら技術者サイド
では 0点何何パーセントぐらい危ないと考えて
いたかもしれないけれど、そこで「0点何何パ
ーセント危ないです」と言ったら実現できなか
ったから 100％安全と言わざるを得なかった。
こういうところで、やはり「リスクというもの
を許容できる文化が無かった」ということが浮
き彫りになったんじゃないかと思います。それ
は私が「SNSになかなか慣れ親しまなかった」
というところと似通っていて、やはり不特定多
数の人達に対して情報発信したときに何か言わ
れるんじゃないかというリスクも当然あるわけ
で、それが許容できなかったから、なかなか馴
染むことができなかった。要するに「何かやる
時って大体成功する確率の方が低いわけで、そ
の中でどこまで自分があるいは社会が許容でき
るのかというところをもう一回、ありとあらゆ
るところに対して見つめ直す機会にもなった」
のではないかなと思います。また、その「当事
者意識」という面では、何か自分達もしなきゃ
いけないってあの段階（地震発生後）では思っ
たかもしれないですけど、地震が起きて 1年経
ってみると、例えば今日雨が降っていますけ
ど、電車に乗れば目の前の人が傘を忘れて席を
立っているのに目の前で見ている人は何も言わ
ない、なんかそういう淋しい面も結構目につく
んですよね。確かにこれは身近で起きたほんの
些細な出来事かもしれないですけれど、事の大
小や自分との距離に関係なく、「自分がそれを
どう捉えなければいけないのか」というところ
の「当事者意識」というものをもうちょっと考
えてみれば、ひとつ行動するきっかけにもなっ
てくるんじゃないかと個人的には思います。
　中野　皆様、本当に貴重な意見をありがとう
ございました。
　震災後の社会は「本物しか残れない」と、先
程西條先生が仰いましたが、濱守さんの現実の
厳しさを痛感させられるような話と相まって、
「3.11後の社会と学生の可能性」というタイト
ルに戻ってもう一度考えますと、3.11後の社会
は本当に人間として本物にならなければ生き抜
いていけない、また本物になる必要が出てくる
社会になってきたんだ、と思います。組織に頼
れない、法律に頼れない、国家に頼れない。あ
る意味「現実をどう知り、考え、判断し、行動
するのか」ということをきっちりやり抜いてい
かないと 3.11後の社会は非常に生きていくの
が厳しくなっていくのではないかと思います。
今回、学生の方を対象にシンポジウムを開かせ
て頂いたのは、新入生なら 4年間、学部生でし
たら残りの学生として過ごせる時間に、いわゆ
る「知識を身につける時間」と「行動する時
間」が与えられているからで、そこで多岐にわ
たる知識を身につけ、それを武器にしつつ、自
分がこれから大学生活をどうやって過ごすか、
自分で主体的にデザインしていって頂きたいと
思っています。それと同時にやはり実際に行動
し、現場を見て、現実を知り、そこで共感力と
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感性を磨いていってほしい。で、その知識と共
感力がそろった時に、「どう判断し、どう行動
するのか」その後「どう生きていくのか」とい
う自分の人生のデザイン設計につながっていく
と思っています。それぞれがそれぞれの立場で
「自らの知」いわゆる「知性のあり方」みたい
なものを一生かけて考え続け、また判断し、行
動していく。今回このシンポジウムがそういう
ような場になったとすれば、私達の試みは意味
があったのではと思い嬉しく思います。今日は
お忙しい中、お集まり頂きまして本当にありが
とうございました。
まとめの言葉
　司会　ゲストの皆様方どうもありがとうござ
いました。だいぶ時間が押しておるんですけれ
ども、最後に昨年の 8月以降、この連続勉強会
及びシンポジウムという形でやってまいりまし
た、この活動の世話人の立場で協力をして頂き
ました劉傑先生から総括を頂きたいと思いま
す。よろしくお願い致します。
　劉　はい。ありがとうございます。本日は土
曜日、しかも雨の中で、西條先生、津田先生、
濱守さん、加藤さん、本当にありがとうござい
ます。我々の学生や先生達に大変貴重なお話を
して頂きまして、心から感謝申し上げます。私
も実は今日の午後大学院のゼミがありまして、
このゼミを早く切り上げて、ゼミ生達もここを
是非聞いて欲しいということで連れて来まし
て、本当にこのシンポジウムに参加しまして良
かったと、最後つくづく思いました。
　この先生達の話ですとか院生達の発表を聞い
て、私なりにいくつか考えました。今日のキー
ワードは 1つソーシャルメディアであるとか、
あるいは行動力とか動員力とか継続力とか広が
りとか、こういったキーワードが頭の中に残り
ました。このソーシャルメディアと動員力・行
動力・継続力・広がりをつなげるものは何かと
考えたときにそれは「共感」ということではな
いかと聞きながら思いました。また私はご承知
の通り中国の出身で、今回の震災で外国人の立
場から感じた事が他にも沢山ありまして、その
事について最後お話しさせて頂きたいと思いま
す。
　実は地震が起って原発の事故があって、放射
能の危機がすぐそこまで迫って来たときに、沢
山の外国人が空港に押し寄せて日本を離れて行
くというような風景は、静かなショックを日本
社会に与えたのではないかと思っています。し
かし、私のゼミの中の学生の一人、これは留学
生ですが、震災のすぐ直後に現地に行って一週
間ぐらいボランティア活動をした。そういうよ
うな学生もいたわけであります。ということは
つまり、先ほどもコミュニティの話もありまし
たが、明らかに日本の社会は多民族の国家とま
で言わなくても、多様な民族が生活しているよ
うな社会になりつつある、あるいはなってい
る。大学院にいると特にそういうことを実感し
ます。大学院を見ますと半分ぐらいは留学生が
占めているというような状況で、学部も 10人
に 1人は留学生であるというような状況になっ
ております。こういう状況の中で、例えば大き
な震災が起ったときに、あるいは色々な問題が
起ったときに、この日本という社会を、外国人
あるいは外国出身の人たちを巻き込んでどうい
うふうにコミュニティづくり・社会づくりをし
ていくのか、これは震災後のひとつ大きな課題
だと私なりに思ったわけであります。というわ
けで、共感ということはやはりとても重要なわ
けですね。共感は行動をともにする前提であり
ます。共感ということは同じ事を感じる、それ
から同じ事に感動することでもあります。日本
社会はこの力を十分持っていると思いますの
で、そういった社会づくり、国づくりがこれか
ら求められているのではないかと感じたわけで
あります。
　今回、院生の皆さんが自主的に研究会を開
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き、様々な活動を通して今日のような形でこの
シンポジウムで結実できたということは非常に
素晴らしい事だと私は思います。この取り組み
は早稲田の社会科学研究科でも歴史上初めての
試みではないかなと思います。これは歴史、あ
るいは伝統をつくった、そういう行事のひとつ
となります。この伝統を次の世代の学生達にも
つなげて行きたいと思います。それから今日来
られた先生方、あるいは今日この場に出席して
聞いている皆さんも、是非この研究活動、ある
いは活動そのものを引き続きサポートして頂き
たいと、お願したいと思います。今日は本当に
長時間ありがとうございました。
　司会　劉先生ありがとうございました。それ
では以上をもちましてシンポジウム〈「震災後
の社会と学生の可能性」現実をどう知り、考
え、判断し、行動するか〉を閉会と致します。
長時間にわたりありがとうございました。
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Ⅰ）防災教育活動（2006年）
　きっかけ；2004年インドネシアのスマトラ沖地震の津波被害（写真 1）
【現実をどう知り】
　現地に行った防災の専門家の方々から直接お会いして話を聞く機会があった。印象的な
話として以下の 2つがあった。
①　津波の前兆現象として現れることもある引き波によって浜辺に打ち上げられた魚を
取りに行った子どもが大勢亡くなったという話
②　その後現地の子どもたちに防災教育を実施しに行った専門家が講義の最後に「日本
 2012.4.12
震災後の社会と学生の可能性
─現実をどう知り、考え、判断し、行動するか─
話題提供資料
加藤　一紀
早稲田大学創造理工学研究科博士課程 2年
E-mail:i61k6k7i@hotmail.com
はじめに
　本資料は、本シンポジウムのテーマに沿って、震災前から防災にかかわる活動を行って
きた筆者の活動の概略をまとめたものである。いまだに失敗することも多いが、一方でや
らないで後悔するよりもとことんやってみて失敗した方が多くを学べるということを肌で
学んできているので、この資料に記した。
　考えてから行動するまでの過程が、大切な一歩目を踏もうとしている方への参考あるい
は後押しとなれば、幸いである。
キーワード
ほっとけないをほっとくな !!
コンテンツ
Ⅰ）防災教育活動（大学 1年後期～大学 3年）
Ⅱ）早稲田レスキュー立ち上げ（大学 3年）
Ⅲ）災害直後の動きと今後の早稲田レスキューの活動
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はこのような津波被害を 150年も前から経験しているのになんでもっと早く私たちに身
の守り方を教えてくれなかったの？　教えてくれていたら私の友達はなくならずに済ん
だのに」という子どもからの質問に答えられなかったという話
【どう考え】
　日本では地震が起きたら海辺であれば高台に逃げなくてはならないという発想がある。
しかし、そういう避難行動を知らなければ、スマトラで犠牲になった子どもたちのように
命を落としてしまう。
　知らないことで失われる命があるということを知り、どうすれば命を守ることが出来る
かを知っている私たちはそれを発信していくべきじゃないかと考えた。同じ犠牲を出さな
いためにも……
【判断し】
　それではどこへどう発信するか？　確かに日本は諸外国と比べ地震が多く身の守り方に
ついての知識は浸透しているかもしれないが、日本でも阪神淡路大震災等、地震災害で多
くの犠牲者が出ている。
　こうした被害を減らすためにはもちろん土木や建築分野で強い建物を作るハード面の対
策が不可欠であるが、阪神淡路大震災では亡くなられた方のおよそ 9割が地震発生後 15
分以内に家具などの下敷きで亡くなっているというデータがあった（図 1）。
　つまり強い建物を作っても、家具の固定や寝室・リビングの家具の配置等ソフト面の対
策がなされていなければ人の命は護られないということを知った。ハードとソフト両方そ
ろって命が護られる。
【行動】
　そこで、大学の勉強（土木分野；主にハード対策）だけでなく、メカニズムから身の守
り方までをわかりやすく子どもたちに教える活動を行いソフト面からの活動を行うことで
失われる命を 1つでも防いでいこうと防災教育活動の学生団体に入り国内（主に都内）の
小中学校で活動を行った（写真 2）。
写真 1　2004 年 12 月スマトラ沖地震によるバンダアチェの津波被害の様子
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Ⅱ）早稲田レスキュー立ち上げ（2007年）
　きっかけ；防災教育活動の中での疑問
【現実をどう知り】
　国内で活動するに当たり、活動先の地域に特化した講義内容を考えた。
　都内での活動が多かったので首都直下型地震を対象とした教育内容を考えた。
　そこで国の内閣府にある中央防災会議が 30年以内に 70％の確率で首都に地震が起こる
という予測結果を出していることを知った。また同時に阪神淡路大震災が当時、あの地域
で地震が起こる確率が 8％と言われていたということも知った。
【判断し】
　非常にひっ迫した問題であると判断し、同じく都市で起きた阪神淡路大震災の被害事例
を参考に、また専門家の方のシンポジウムなどに足を運び勉強し、授業内容に盛り込むべ
きものを考えた。
【どう考え】
　しかし、これほど事態がひっ迫しているにもかかわらず、防災教育を行っているメンバ
ー間で意思の共有が難しくなっていた。それはこの団体がスマトラ沖の地震を契機に海外
での活動を前提に立ちあがり、予算の関係もあり国内での活動がメインになりつつあった
ことが背景としてある。その中で被災体験がないにもかかわらず、それから得られた内容
を伝えていくという活動をしているうちに、自分たちが実際に被災したわけでもないのに
何故防災教育をしなくてはならないのか？といった疑問を抱くようになり、それに対する
答えがメンバー内で明確に見つけられなかったためだ。確かに感謝もされるし、良い活動
かもしれないが自分の時間を犠牲にするほどのモチベーションを見いだせずにいた。さら
に年間で数回都内を転々と活動をしており、授業内容が一過性・一時的で継続的な防災対
図 1　 阪神淡路大震災による死者（神戸市）の死
亡推定時刻 
西村明儒ほか、救急医学 1995／10 より
写真 2　 都内の中学校で実施した
防災教育活動の様子
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策の支援は出来ず、そのこともメンバー内でのモチベーションを下げてしまっていた。
　団体を抜ける者も出てきていた。しかし、同じ犠牲を繰り返さないために今ここで有効
な対策をしなければ、被災した後に「あの時やっておけばよかった」の繰り返しになって
しまうと思い、より実践的で効果的な活動方法を考えるようにした。
　しかしその方法がなかなか見つけられなかった。ところがある日、同じように防災教育
活動をしていた時、ふと「30年以内に 70％の確率で起こります」といっている自分たち
の大学は地震が起きた時どうなのかということを考えるようになった。
【行動】
　調べてみると大学には災害時ボランティアを募るという仕組みはあったが、いつどのよ
うに集めるのか、また災害直後の対応などについて具体的な項目は決まっていなかった。
　特に大学は災害時、避難所指定されているので、学生をどこにどう誰が避難させるかだ
けでなく地域との連携がスムーズにとれるような関係構築も必要不可欠であるにも関わら
ず十分ではなかった。
　自分自身も都内で防災教育活動をしたり、他の学生も海外等でボランティア活動をした
りと外への発信が活発なこの大学にあって、身近な所に実は課題が山積みであると感じ
た。
　そこで学生視点で大学や地域、行政などと連携しつつ、災害時に対応できるような体制
構築のための意見や、身を守るための情報発信ができるように、思いや意思を共有できる
者で新たに早稲田災害対策学生チーム（早稲田レスキュー）を大学の環境安全管理課とＷ
ＡＶＯＣ（早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター）公認のもと立ち上げた。
Ⅲ）災害直後の動きと今後の早稲田レスキューの活動（2011年～）
【現実をどう知り】
　防災関係の事前からあったネットワークで現地に行った方と直接お話を伺い、現地の様
子を映像と写真で知り、支援活動の状況を知った。またＷＡＶＯＣとＭＴＧを重ね、動き
出すにも現地の安全確認や情報等が必要ということがわかった。
【判断し】
　ボランティア慎重論が出ていたが、現実にはボランティアが足りていないという状況を
現地入りした方の話を通して知った。また早稲田大学の始業が 5月にのびていた。
　そこでその方に講師をお願いし、早稲田大学の学生に向けてボランティア講習会を実施
した。当初、集団での集会を自粛するような通達もあったが、ボランティアに行きたいと
いう人に正しい情報をいち早く届けるという重要性を考え、学内では許可が得られなかっ
たので新宿区の公的施設を借りて講習会を実施した（二回目は大隈小講堂で実施）。
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【どう考え、行動】
　今現在、以下 3つの活動を展開、もしくは展開準備中である。
①　ボランティアにどう参加したら良いかの流れや、今展開しているボランティアにど
ういった種類があるのかといったような学生に特化した情報がなかったので「もしボ
ラ」というサイトを開設。
②　新宿区に避難して来ている広域避難者の方々への支援が行き届いていない。都内の
大学のボランティア団体を中心に呼びかけ、新宿区内でコミュニティー広場の立ち上
げ。
③　今回の震災で多くのデマが流れた。また震災当日は大学が休みだったが授業期間中
であったら……
　そこで今年度の早稲田レスキューは構内における広報活動、常に持っておきたい非常
時に役立つ物品のセット販売（生協とコラボ）などに重点を置いて活動していく。
おわりに
　私たちの活動が他のボランティア活動と大きく違うと思うのは、ほとんどのボランティ
アは問題が起こってから行われるのに対し、起こることが確実だけど起こる前から活動を
行っている点が大きく違うと考えている。起こってからでは遅いし間に合わないというこ
とが今回の震災でもはっきりした。
　興味・関心・きっかけは人それぞれだと思う。肝心なのはそこにどう関わっていくかだ
と思う。たとえ周りのみんなの関心がなくても、自分がそれは「大事だ」と思ったら踏み
出してみる！　そして何が大事かを訴えかけてみる。共感した者同士で目標に近づけるよ
うにまた踏み出していく。
　振り返りとリサーチの中で、この繰り返しのような気がする。
　そして大学を卒業して就職したらやめてしまうというようなものでよいのか？
　スティーブ・ジョブスが生前述べていたように、人生において点と点を結び付けて行く
ためには、断続的にでもよいと思うので一生かけてかかわっていきたいと思えるような
「大事なもの」を見つけて欲しいし、一方でそれだけに偏らず様々なことに関心を持って
ほしいと思う。
　最後に、何かに取り組むときには困難と闘わなくてはならない。その時大学での学びが
重要な武器になる。学びは授業の中ばかりではないが早稲田は授業の中で得られる確率は
高いと思う。
　ここまで読んでくださりありがとうございました。世の中の課題に挑戦してみたいと考
える人のキッカケになれば幸いです。踏み出してもすぐには解決しません！　それでもほ
っとけないをほっとくな !!
